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■ 数学Ｂ

●ねらいと特色
　本書は 高校の重要科目である数学Ｂの内容を 基本的な事柄を中心
に じっくり時間をかけて理解することを目標として編集されています。
　数学Ｂは高校数学の土台となる重要な科目であり その内容をおろそ
かにしたままでは あとで学習する上級の科目の理解はおぼつかなくな
ります。ですから 数学Ｂの基礎を確実に固めておくことはとても大切
なのです。そのためには 基本となる事柄をしっかり把握したうえで
個々の問題の考え方 定理・公式の使い方に慣れることが何よりも大切
です。
　本書では 各単元の重要な学習項目 新しい学習項目 定理・公式・
計算方法などを各項目ごとに例を用いてわかりやすく示したり 例題の
考え方や解答を示したりすることで修得が速やかになるように工夫しま
した。また 理解を確かなものにするために 例や例題のあとでは精選
された類題を生徒自身が解くようにしてあります。
　さらに いくつかの関連する項目をまとめて繰り返し問題を解くこと
で復習が絶えず可能となり 理解が定着できるようにしてあります。
　本書を最大限に活用することで 数学Ｂの基礎力を大いに養ってくだ
さい。

●構成と使い方
例 ・例 題… 例 は 重要な学習項目 新しい学習項目 重要な定
理・公式・計算方法などを確実に修得するために設けてあります。
また 例 題は 新しく学習する項目の基本的かつ最重要な問題で
す。じっくり時間をかけて読み 理解することが大切です。

類 題… 例 や例 題で学習した考え方 解き方を時間をおかずに自分
自身の力で解くことで 理解を確かなものにします。

問題 A・B…いくつかの関連する項目をまとめて反復練習します。 問
題は類題と同一レベル 問題はやや発展した問題を収録してあり
ます。

章末問題…各章のまとめの問題です。基本問題・発展問題の 段階構
成で やや程度の高い問題も含まれています。各章の学習の仕上げ
としてアタックしてください。
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数列

数列の一般項の推定

❶　数を一列に並べたものを数列といい 数列における各数を項という。
❷　数列の項は 最初から順に初項（第 項） 第 項 第 項 …といい 番目の
項を第 項という。項の個数が有限の数列を有限数列といい 最後の項を末項とい
う。
例 　自然数を 乗した数を小さい順に 個並べた数列
　　　　　
　　　この数列の初項は 第 項は 末項は である。

❸　数列を一般的に表すには …… ……または 簡単に で表す。
❹　数列 において を の式で表すと すべての項が求められる。この を
数列 の一般項という。
例 　一般項が である数列 について 初項から第 項までを求めてみよう。
　　　　　 　　 　　
　　　　　

例 題　次の数列の一般項 を推定せよ。

　　　⑴　 …… ⑵　 ……

考え方　数列の規則性をみつける。
解 答　⑴　 と が交互に並んでいる。
　　　　　　 ……　と考えると 　 　答
　　　　⑵　分母が分子より 大きく 分子がそのまま数列の項の順番に対応しているから

　答

一般項が次の式で表される数列 について 初項から第 項までを求めよ。
　⑴　 ⑵　

次の数列の一般項 を推定せよ。

　⑴　 …… ⑵　 ……

等差数列

数列

50

等差数列

等差数列の一般項⑴

等差数列の一般項⑵

●初項に一定の数 を次々とたして得られる数列を等差数列といい その一定の数
を公差という。
例

　
　 　 　 　……

公差　

　 　 　……

公差　

●初項 公差 の等差数列 の一般項は
　　　
例 　初項 公差 の等差数列 の一般項
　　　　　

例 題　第 項が 第 項が である等差数列の一般項を求めよ。
考え方　一般項を とおいて 条件をあてはめる。
解 答　求める数列の初項を 公差を とすると 　
　　　　第 項が であるから 　 　 ……①
　　　　第 項が であるから 　 　……②
　　　　① ②を解くと 　
　　　　よって 一般項は 　 　答

次のような等差数列の初めの 項を求めよ。
　⑴　初項 公差 ⑵　初項 公差

次の等差数列の公差を求めよ。また □に適する数を求めよ。
　⑴　 □ □ …… ⑵　 □ □ ……

次のような等差数列の一般項を求めよ。また 第 項を求めよ。
　⑴　初項 公差 ⑵　初項 公差

第 項が 第 項が である等差数列 の初項と公差を求めよ。また 一般
項を求めよ。

10　等差数列　　51
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等差数列をなす 数の性質

等差数列の和

例 題　次の数列が等差数列であるとき の値を求めよ。
　　　　　　 ……
考え方　等差数列は 隣り合う つの項の差が等しいことを利用する。
解 答　 は等差数列であるから
　　　　　　
　　　　 より 　 　　よって 　 　答

●一般的に 次のことが成り立つ。
　　　数列 が等差数列　 　

次の数列が等差数列であるとき の値を求めよ。
　⑴　 …… ⑵　 ……

等差数列の初項から第 項までの和を とする。

❶　初項 第 項 のとき 　

例 　初項 末項 項数 の等差数列の和

　　　　　

❷　初項 公差 のとき 　

例 　初項 公差 の等差数列の初項から第 項までの和

　　　　　

次の和を求めよ。
　⑴　初項 末項 項数 の等差数列の和
　⑵　初項 公差 の等差数列の初項から第 項までの和

次のような等差数列について 初項から第 項までの和を求めよ。
　⑴　公差が 第 項が の等差数列
　⑵　第 項が 第 項が の等差数列

52　　第３章　数列

自然数の和 奇数の和

倍数に関する和

❶　 ……

　〔証明〕　数列　 …… 　は 初項 末項 項数 の等差数列である。

　　　　　よって この数列の和は 　

例 　 ……

❷　 ……

　〔証明〕　数列　 …… 　は 初項 末項 項数 の等差数
列である。

　　　　　よって この数列の和は 　

例 　 …… ……

例 題　 から までの自然数について 次の和を求めよ。
　　　⑴　 の倍数の和 ⑵　 の倍数でない数の和
考え方　自然数の和を求める式に帰着させる。
解 答　⑴　求める和は
　　　　　　 …… ……

　答
　　　　⑵　求める和は
　　　　　　 …… ……

　　　　　

　　　　　 　答

　次の和を求めよ。
　⑴　 …… ⑵　 ……

　 から までの自然数について 次の和を求めよ。
　⑴　 の倍数の和 ⑵　 の倍数でない数の和
　⑶　 かつ の倍数の和 ⑷　 または の倍数の和

10　等差数列　　53
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例 　初項 末項 項数 の等差数列の和
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次の和を求めよ。
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　⑵　初項 公差 の等差数列の初項から第 項までの和

次のような等差数列について 初項から第 項までの和を求めよ。
　⑴　公差が 第 項が の等差数列
　⑵　第 項が 第 項が の等差数列

52　　第３章　数列

自然数の和 奇数の和

倍数に関する和

❶　 ……

　〔証明〕　数列　 …… 　は 初項 末項 項数 の等差数列である。

　　　　　よって この数列の和は 　

例 　 ……

❷　 ……

　〔証明〕　数列　 …… 　は 初項 末項 項数 の等差数
列である。

　　　　　よって この数列の和は 　

例 　 …… ……

例 題　 から までの自然数について 次の和を求めよ。
　　　⑴　 の倍数の和 ⑵　 の倍数でない数の和
考え方　自然数の和を求める式に帰着させる。
解 答　⑴　求める和は
　　　　　　 …… ……

　答
　　　　⑵　求める和は
　　　　　　 …… ……

　　　　　

　　　　　 　答

　次の和を求めよ。
　⑴　 …… ⑵　 ……

　 から までの自然数について 次の和を求めよ。
　⑴　 の倍数の和 ⑵　 の倍数でない数の和
　⑶　 かつ の倍数の和 ⑷　 または の倍数の和
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等比数列の一般項⑴

等比数列

●初項 公比 の等比数列 の一般項は
　　　
例 　⑴　初項 公比 の等比数列 の一般項
　　　　　　　
　　　⑵　初項 公比 の等比数列 の一般項
　　　　　　　

●初項に一定の数 を次々とかけて得られる数列を等比数列といい その一定の値
を公比という。
例 　⑴　初項 公比 の等比数列の初めの 項
　　　　　　　

　　　⑵　等比数列　 ……　の初項と公比

　　　　　初項は 　

　　　　　公比 は から 　

次のような等比数列の初めの 項を求めよ。

　⑴　初項 公比 ⑵　初項 公比

次の等比数列の公比を求めよ。また □に適する数を求めよ。

　⑴　 □ …… ⑵　□ □ ……

次のような等比数列の一般項を求めよ。また 第 項を求めよ。

　⑴　初項 公比 ⑵　初項 公比

次の等比数列の一般項を求めよ。

　⑴　 …… ⑵　 ……

等比数列

54　　第３章　数列

等比数列の一般項⑵

等比数列をなす 数の性質

例 題　第 項が 第 項が である等比数列 について 初項と公比を求めよ。
考え方　一般項を とおいて 条件をあてはめる。
解 答　求める初項を 公比を とすると 　
　　　　第 項が であるから 　　……①
　　　　第 項が であるから 　 　……②

　　　　② ①より であるから 　

　　　　 は実数であるから 　
　　　　これを①に代入すると 　 　　よって 　
　　　　したがって 　初項 公比 　答

例 題　次の数列が等比数列であるとき の値を求めよ。
　　　　　　 ……
考え方　等比数列は隣り合う 項の比が一定であることを利用する。

解 答　 は等比数列であるから 　

　　　　 より 　 　　よって 　 ± 　答

●一般的に 次のことが成り立つ。
　　　 のとき
　　　数列 が等比数列　 　

次の等比数列の一般項 を求めよ。
　⑴　第 項が 第 項が
　⑵　第 項が 第 項が

数列 が等比数列であるとき の値を求めよ。

数列 が等比数列で その つの数の和が であるとき の値を求めよ。
ただし とする。

11　等比数列　　55

2 等比数列
  10  等比数列

  11  等比数列の一般項⑴

8　  第1章　数列

2　等比数列
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等比数列の一般項⑴

等比数列

●初項 公比 の等比数列 の一般項は
　　　
例 　⑴　初項 公比 の等比数列 の一般項
　　　　　　　
　　　⑵　初項 公比 の等比数列 の一般項
　　　　　　　

●初項に一定の数 を次々とかけて得られる数列を等比数列といい その一定の値
を公比という。
例 　⑴　初項 公比 の等比数列の初めの 項
　　　　　　　

　　　⑵　等比数列　 ……　の初項と公比

　　　　　初項は 　

　　　　　公比 は から 　

次のような等比数列の初めの 項を求めよ。

　⑴　初項 公比 ⑵　初項 公比

次の等比数列の公比を求めよ。また □に適する数を求めよ。

　⑴　 □ …… ⑵　□ □ ……

次のような等比数列の一般項を求めよ。また 第 項を求めよ。

　⑴　初項 公比 ⑵　初項 公比

次の等比数列の一般項を求めよ。

　⑴　 …… ⑵　 ……

等比数列

54　　第３章　数列

等比数列の一般項⑵

等比数列をなす 数の性質

例 題　第 項が 第 項が である等比数列 について 初項と公比を求めよ。
考え方　一般項を とおいて 条件をあてはめる。
解 答　求める初項を 公比を とすると 　
　　　　第 項が であるから 　　……①
　　　　第 項が であるから 　 　……②

　　　　② ①より であるから 　

　　　　 は実数であるから 　
　　　　これを①に代入すると 　 　　よって 　
　　　　したがって 　初項 公比 　答

例 題　次の数列が等比数列であるとき の値を求めよ。
　　　　　　 ……
考え方　等比数列は隣り合う 項の比が一定であることを利用する。

解 答　 は等比数列であるから 　

　　　　 より 　 　　よって 　 ± 　答

●一般的に 次のことが成り立つ。
　　　 のとき
　　　数列 が等比数列　 　

次の等比数列の一般項 を求めよ。
　⑴　第 項が 第 項が
　⑵　第 項が 第 項が

数列 が等比数列であるとき の値を求めよ。

数列 が等比数列で その つの数の和が であるとき の値を求めよ。
ただし とする。

11　等比数列　　55

  12  等比数列の一般項⑵

  13  等比数列をなす3数の性質

2　等比数列  9
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等比数列の和⑴
●初項 公比 の等比数列の初項から第 項までの和 は

　　　 のとき 　

　　　 のとき 　
　〔証明〕 …… ……①
　　　　　この両辺に をかけると
　　　　　 …… 　……②
　　　　　① ②から 　
　　　　　よって

　　　　　したがって のとき 　

　　　　　また のとき ①は 　 ……
個

例 　⑴　初項 公比 項数 の等比数列の和

　　　　　　　

　　　⑵　初項 公比 の等比数列の初項から第 項までの和

　　　　　　　

次のような等比数列の和 を求めよ。
　⑴　初項 公比 項数
　⑵　初項 公比 項数

次のような等比数列の初項から第 項までの和 を求めよ。
　⑴　初項 公比
　⑵　 ……

　⑶　 ……

56　　第３章　数列

複利計算

等比数列の和⑵

例 題　毎年の初めに 万円ずつ積み立てをする。年利率 ％ 年ごとの複利として
年目の終わりには積み立て金の元利合計はいくらになるか。

　　　　 として計算せよ。
考え方　 年後の終わりには
　　　　 年目に積み立てた 万円は 　 円
　　　　 年目に積み立てた 万円は 　 円
　　　　……
　　　　 年目に積み立てた 万円は 　 円　となる。
解 答　元利合計を 円とすると
　　　　　　 ……

……
　　　　 　 内は初項 公比 項数 の等比数列の和だから

　　　　　　

　　　　よって 年後の積み立て金の元利合計は 　 円　答

例 題　初項から第 項までの和が 第 項から第 項までの和が となる等比数列
の初項 と公比 を求めよ。

考え方　 　に着目する。
解 答　条件から 　 ……①
　　　　　　　　 　 　……②
　　　　②より 　
　　　　①を代入して 　 　　よって 　
　　　　これを①に代入すると 　 　　これを解いて 　
　　　　したがって 　 　答

　初項から第 項までの和が 第 項から第 項までの和が となる等比数列
の初項 と公比 を求めよ。

　毎年の初めに 万円ずつ積み立てをする。年利率 ％ 年ごとの複利として 年
目の終わりには積み立て金の元利合計はいくらになるか。 として計算せよ。

11　等比数列　　57

  14  等比数列の和⑴

10　  第1章　数列

0　整〓
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等比数列の和⑴
●初項 公比 の等比数列の初項から第 項までの和 は

　　　 のとき 　

　　　 のとき 　
　〔証明〕 …… ……①
　　　　　この両辺に をかけると
　　　　　 …… 　……②
　　　　　① ②から 　
　　　　　よって

　　　　　したがって のとき 　

　　　　　また のとき ①は 　 ……
個

例 　⑴　初項 公比 項数 の等比数列の和

　　　　　　　

　　　⑵　初項 公比 の等比数列の初項から第 項までの和

　　　　　　　

次のような等比数列の和 を求めよ。
　⑴　初項 公比 項数
　⑵　初項 公比 項数

次のような等比数列の初項から第 項までの和 を求めよ。
　⑴　初項 公比
　⑵　 ……

　⑶　 ……

56　　第３章　数列

複利計算

等比数列の和⑵

例 題　毎年の初めに 万円ずつ積み立てをする。年利率 ％ 年ごとの複利として
年目の終わりには積み立て金の元利合計はいくらになるか。

　　　　 として計算せよ。
考え方　 年後の終わりには
　　　　 年目に積み立てた 万円は 　 円
　　　　 年目に積み立てた 万円は 　 円
　　　　……
　　　　 年目に積み立てた 万円は 　 円　となる。
解 答　元利合計を 円とすると
　　　　　　 ……

……
　　　　 　 内は初項 公比 項数 の等比数列の和だから

　　　　　　

　　　　よって 年後の積み立て金の元利合計は 　 円　答

例 題　初項から第 項までの和が 第 項から第 項までの和が となる等比数列
の初項 と公比 を求めよ。

考え方　 　に着目する。
解 答　条件から 　 ……①
　　　　　　　　 　 　……②
　　　　②より 　
　　　　①を代入して 　 　　よって 　
　　　　これを①に代入すると 　 　　これを解いて 　
　　　　したがって 　 　答

　初項から第 項までの和が 第 項から第 項までの和が となる等比数列
の初項 と公比 を求めよ。

　毎年の初めに 万円ずつ積み立てをする。年利率 ％ 年ごとの複利として 年
目の終わりには積み立て金の元利合計はいくらになるか。 として計算せよ。

11　等比数列　　57

  15  等比数列の和⑵

  16  複利計算

2　等比数列  11
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［数列］　一般項が次の式で表されている数列の初項から第 項までを求めよ。

　⑴　 ⑵　 ⑶　

［等差数列・等比数列の一般項・和］　次の数列の一般項を求めよ。また 初項から第
項までの和を求めよ。

　⑴　初項 公差 の等差数列
　⑵　初項 公比 の等比数列
　⑶　等差数列　 ……

　⑷　等比数列　 ……

［等差数列］　第 項が 第 項が の等差数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　初項と公差を求めよ。 ⑵　 は第何項か。

［等比数列］　第 項が 第 項が の等比数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　初項と公比を求めよ。 ⑵　第 項を求めよ。

［等差数列・等比数列をなす 数の性質］　数列 について 次の問いに答えよ。
　⑴　この順に等差数列をなすときの の値を求めよ。
　⑵　この順に等比数列をなすときの の値を求めよ。

［等比数列の和］　初項から第 項までの和が 初項から第 項までの和が である
等比数列の初項から第 項までの和を求めよ。

［倍数に関する和］　 以下の自然数のうち 次のような数の和を求めよ。
　⑴　 の倍数 ⑵　 で割ると あまる数

58　　第３章　数列

初項 末項 の等差数列の和が であるとき この数列の一般項を求めよ。

初項が 公差が である等差数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　初項から第何項までの和が になるか。
　⑵　初項から第何項までの和が最大になるか。

つの数 がこの順に等差数列をなし がこの順に等比数列をなすと
する。 の値を求めよ。

初項と第 項の和が 第 項と第 項の和が である等比数列の初項から第 項
までの和を求めよ。

第 項が 第 項が である等比数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　一般項 を求めよ。
　⑵　初項から第何項までの和が となるか。
　⑶　初項から第 項までの各項の平方の和を求めよ。

数列　 ……　の一般項 を求めよ。

以下の正の数のうち 次のような数の和を求めよ。
　⑴　 で割ると あまる自然数
　⑵　 または で割り切れる自然数
　⑶　 を分母とする既約分数

数列　 …… ……　について 次の問いに答えよ。
　⑴　この数列は等差数列となることができるか。
　⑵　この数列は等比数列となることができるか。

問題　　5912　  第1章　数列
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［数列］　一般項が次の式で表されている数列の初項から第 項までを求めよ。

　⑴　 ⑵　 ⑶　

［等差数列・等比数列の一般項・和］　次の数列の一般項を求めよ。また 初項から第
項までの和を求めよ。
　⑴　初項 公差 の等差数列
　⑵　初項 公比 の等比数列
　⑶　等差数列　 ……

　⑷　等比数列　 ……

［等差数列］　第 項が 第 項が の等差数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　初項と公差を求めよ。 ⑵　 は第何項か。

［等比数列］　第 項が 第 項が の等比数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　初項と公比を求めよ。 ⑵　第 項を求めよ。

［等差数列・等比数列をなす 数の性質］　数列 について 次の問いに答えよ。
　⑴　この順に等差数列をなすときの の値を求めよ。
　⑵　この順に等比数列をなすときの の値を求めよ。

［等比数列の和］　初項から第 項までの和が 初項から第 項までの和が である
等比数列の初項から第 項までの和を求めよ。

［倍数に関する和］　 以下の自然数のうち 次のような数の和を求めよ。
　⑴　 の倍数 ⑵　 で割ると あまる数

58　　第３章　数列

初項 末項 の等差数列の和が であるとき この数列の一般項を求めよ。

初項が 公差が である等差数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　初項から第何項までの和が になるか。
　⑵　初項から第何項までの和が最大になるか。

つの数 がこの順に等差数列をなし がこの順に等比数列をなすと
する。 の値を求めよ。

初項と第 項の和が 第 項と第 項の和が である等比数列の初項から第 項
までの和を求めよ。

第 項が 第 項が である等比数列について 次の問いに答えよ。
　⑴　一般項 を求めよ。
　⑵　初項から第何項までの和が となるか。
　⑶　初項から第 項までの各項の平方の和を求めよ。

数列　 ……　の一般項 を求めよ。

以下の正の数のうち 次のような数の和を求めよ。
　⑴　 で割ると あまる自然数
　⑵　 または で割り切れる自然数
　⑶　 を分母とする既約分数

数列　 …… ……　について 次の問いに答えよ。
　⑴　この数列は等差数列となることができるか。
　⑵　この数列は等比数列となることができるか。

問題　　59問題  13
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第 項が 第 項が である等比数列 について 初項から第何項までの和
が になるか。

と の間に 個の数を入れて等差数列をつくったところ と も含めた和が
になった。このとき の値と公差を求めよ。

次の和を求めよ。

　⑴　 ⑵　 ⑶　

次の数列の第 項までの和を求めよ。

　　　 ……

自然数 ……を右のように並べたとき
対角線上に並ぶ数列 ……を と
する。
　⑴　 の階差数列を とするとき の一

般項を求めよ。
　⑵　 の一般項を求めよ。

次のことが成り立つことを 数学的帰納法で証明せよ。

　⑴　 ……

　⑵　 は の倍数である。

初項から第 項までの和 が で与えられる数列 の一般項を求めよ。

　　……
　　……
　　……
　　……

……………………………
……………………………

76　　第３章　数列

初項 と公比 が自然数の等比数列がある。初項から第 項までの和は で 初項か
ら第 項までの和は である。このとき と の値を求めよ。

のすべての約数の和を求めよ。

数列 の初項から第 項までの和 が であるとする。

　⑴　 と の間に成り立つ関係式を求めよ。
　⑵　 を の式で表せ。

次のような数列がある。

　　　 ……

　⑴　 は第何項であるか。 ⑵　第 項を求めよ。

次の漸化式によって定義される数列 がある。
　　　
　⑴　 とおくとき 数列 の一般項を求めよ。
　⑵　数列 の一般項を求めよ。

　 …… を満たす数列 がある。

　⑴　 を求めよ。
　⑵　一般項 を推測し それが正しいことを数学的帰納法により証明せよ。

次の漸化式によって定義される数列 がある。
　　　 　……①　　 　……②
　⑴　① ②から を消去して得られる数列 の漸化式を求めよ。
　⑵　数列 の一般項をそれぞれ求めよ。

章末問題　　7730　  第1章　数列
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第 項が 第 項が である等比数列 について 初項から第何項までの和
が になるか。

と の間に 個の数を入れて等差数列をつくったところ と も含めた和が
になった。このとき の値と公差を求めよ。

次の和を求めよ。

　⑴　 ⑵　 ⑶　

次の数列の第 項までの和を求めよ。

　　　 ……

自然数 ……を右のように並べたとき
対角線上に並ぶ数列 ……を と
する。
　⑴　 の階差数列を とするとき の一

般項を求めよ。
　⑵　 の一般項を求めよ。

次のことが成り立つことを 数学的帰納法で証明せよ。

　⑴　 ……

　⑵　 は の倍数である。

初項から第 項までの和 が で与えられる数列 の一般項を求めよ。

　　……
　　……
　　……
　　……

……………………………
……………………………

76　　第３章　数列

初項 と公比 が自然数の等比数列がある。初項から第 項までの和は で 初項か
ら第 項までの和は である。このとき と の値を求めよ。

のすべての約数の和を求めよ。

数列 の初項から第 項までの和 が であるとする。

　⑴　 と の間に成り立つ関係式を求めよ。
　⑵　 を の式で表せ。

次のような数列がある。

　　　 ……

　⑴　 は第何項であるか。 ⑵　第 項を求めよ。

次の漸化式によって定義される数列 がある。
　　　
　⑴　 とおくとき 数列 の一般項を求めよ。
　⑵　数列 の一般項を求めよ。

　 …… を満たす数列 がある。

　⑴　 を求めよ。
　⑵　一般項 を推測し それが正しいことを数学的帰納法により証明せよ。

次の漸化式によって定義される数列 がある。
　　　 　……①　　 　……②
　⑴　① ②から を消去して得られる数列 の漸化式を求めよ。
　⑵　数列 の一般項をそれぞれ求めよ。

章末問題　　77章末問題  31
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❶　試行の結果によってその値が定まり 各値に対応して確率が定まるような変数を
確率変数という。
❷　確率変数 が値 をとる確率を で表す。
　　また が 以上 以下の値をとる確率を で表す。
例 　 個のさいころを投げて出る目を とすると は確率変数である。
　　　 のとりうる値は 　

　　　また　 　 　

●確率変数 のとりうる値が …… であり
それぞれの値をとる確率が …… である
とき その対応関係は 右の表のように書き表され
る。この対応関係を の確率分布または分布といい はこの分布に従うという。

注　 …… 　　 ……

次の問いに答えよ。
　⑴　 枚の 円硬貨を同時に投げるとき 表の出た硬貨の金額の和を 円とする。確率変

数 のとりうる値を求めよ。
　⑵　大小 個のさいころを同時に投げて 出る目の和を とする。次の確率を求めよ。
　　①　 ②　 ③　

次の問いに答えよ。
　⑴　赤玉 個と白玉 個の入った袋から 個の玉を同時に取り出すとき 出る赤玉の個

数を とする。 の確率分布を求めよ。
　⑵　 枚の硬貨を同時に投げるとき 表の出た硬貨の枚数を とする。
　　　 の確率分布を求めよ。また を求めよ。
　⑶　大小 個のさいころを同時に投げるとき 出る目の差の絶対値を とする。
　　　 の確率分布を求めよ。また を求めよ。

確率変数

確率分布

…… 計

……

確率変数の期待値と分散

確率分布と統計的な推測

78

1 確率変数の期待値と分散
  1  確率変数

  2  確率分布

2 統計的な推測
1　確率変数の期待値と分散
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●確率変数 が右の表に示された確率分布に従うとき

　　　 ……

　を の期待値または平均といい または で表す。
例 　確率変数 が右の確率分布に従うとき
　　 の期待値を求めてみよう。

　　　　　

注　 はそれぞれ 期待値 平均 の頭文字である。

例 題　赤玉 個と白玉 個が入った袋から 個の玉を同時に取り出すとき 出る赤玉
の個数を とする。確率変数 の期待値を求めよ。

考え方　まず確率分布を求め …… を用いる。
解 答　 のとりうる値は である。各値について

　　　　　　 　 　

　　　であるから の確率分布は右のようになる。
　　　　よって の期待値は

　　　　　　 　答

確率変数 が次の確率分布に従うとき の期待値 をそれぞれ求めよ。
　⑴　 計 ⑵　 計

次の確率変数 の期待値を求めよ。
　⑴　 本のくじがあり その賞金および本数は
右の表のようになっている。このくじを 本
引くときに得る賞金を 円とする。

　⑵　 枚の 円硬貨を同時に投げるとき 表の出た硬貨の金額の和を 円とする。
　⑶　赤玉 個と白玉 個が入った袋から 個の玉を同時に取り出すとき 出る赤玉の個

数を とする。

確率変数の期待値①

確率変数の期待値②

…… 計

……

計

計

等 等 等 はずれ
賞金 円
本数 本

15　確率変数の期待値と分散　　79

  3  確率変数の期待値①

  4  確率変数の期待値②
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❶　確率変数 が右の表に示された分布に従い の
期待値を とするとき 確率変数 の期待
値を の分散といい で表す。

　　　　

……

❷　確率変数 について を の標準偏差といい で表す。
　　 は のとる値の散らばりの度合いを表している。 の値が小さいほ
ど のとる値は 平均 の近くに集中する傾向がある。
例 　 ページ の 例 の確率変数 について 分散と標準偏差を求めてみよう。
　　　 であるから

　　　分散　　　

　　　標準偏差　

注　 は 分散 の頭文字 シグマ は 標準偏差 の頭文字 に
相当するギリシャ文字である。

ページの ⑴ ⑵のそれぞれの確率変数について 分散と標準偏差を求めよ。

●確率変数 の分散 標準偏差について 次の公式が成り立つ。
　　　分散　　　 の期待値 の期待値

　　　標準偏差　
例 　 ページ の 例 の確率変数 の分散を 上の公式を用いて求めてみよう。

　　　　　

　　　また 　

から までの整数が つずつ記入された 枚のカードがある。次の問いに答えよ。
　⑴　 枚のカードから 枚を抜き出し そのカードの数字を とする。確率変数 の期待
値 分散 標準偏差を求めよ。

　⑵　 枚のカードから 枚を同時に抜き出し それらのカードの数字の和を とする。確
率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。

確率変数の分散と標準偏差①

確率変数の分散と標準偏差②

…… 計

……

80　　第４章　確率分布と統計的な推測

❶　確率変数 と定数 に対して の 次式 で を定めると も
また確率変数になる。 に対してこのような を考えることを確率変数の変換とい
う。

❷　 を確率変数 を定数とし とするとき
　　　　
　　　　
　　　　 　　　
例 題　確率変数 の確率分布が右の表で与えられるとき

確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求
めよ。

考え方　 を求め 上の❷を用いる。

解 答　 　

　　　　このとき の期待値 分散 標準偏差は次のようになる。

　　　　　　

　　　　　　

　　　　また　 　答

注　確率変数 の確率分布は右の表のようになる。

白玉 個と赤玉 個が入った袋から 個の玉を同時に取り出すとき 出る白玉の個数
を とする。確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。

確率変数 の確率分布が右の表で与えられるとき 確
率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。

個のさいころを投げて出る目を とする。次の問いに答えよ。
　⑴　確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。
　⑵　次の確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。
　　①　 ②　 ③　
　⑶　 回さいころを投げ の 倍の金額を得られるゲームがある。ただし 参加料は

円である。 回のゲームで得られる金額の期待値を求めよ。

確率変数の変換

計

計

計

15　確率変数の期待値と分散　　81

  5  確率変数の分散と標準偏差①

  6  確率変数の分散と標準偏差②
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❶　確率変数 が右の表に示された分布に従い の
期待値を とするとき 確率変数 の期待
値を の分散といい で表す。

　　　　

……

❷　確率変数 について を の標準偏差といい で表す。
　　 は のとる値の散らばりの度合いを表している。 の値が小さいほ
ど のとる値は 平均 の近くに集中する傾向がある。
例 　 ページ の 例 の確率変数 について 分散と標準偏差を求めてみよう。
　　　 であるから

　　　分散　　　

　　　標準偏差　

注　 は 分散 の頭文字 シグマ は 標準偏差 の頭文字 に
相当するギリシャ文字である。

ページの ⑴ ⑵のそれぞれの確率変数について 分散と標準偏差を求めよ。

●確率変数 の分散 標準偏差について 次の公式が成り立つ。
　　　分散　　　 の期待値 の期待値

　　　標準偏差　
例 　 ページ の 例 の確率変数 の分散を 上の公式を用いて求めてみよう。

　　　　　

　　　また 　

から までの整数が つずつ記入された 枚のカードがある。次の問いに答えよ。
　⑴　 枚のカードから 枚を抜き出し そのカードの数字を とする。確率変数 の期待
値 分散 標準偏差を求めよ。

　⑵　 枚のカードから 枚を同時に抜き出し それらのカードの数字の和を とする。確
率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。

確率変数の分散と標準偏差①

確率変数の分散と標準偏差②

…… 計

……

80　　第４章　確率分布と統計的な推測

❶　確率変数 と定数 に対して の 次式 で を定めると も
また確率変数になる。 に対してこのような を考えることを確率変数の変換とい
う。
❷　 を確率変数 を定数とし とするとき
　　　　
　　　　
　　　　 　　　
例 題　確率変数 の確率分布が右の表で与えられるとき

確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求
めよ。

考え方　 を求め 上の❷を用いる。

解 答　 　

　　　　このとき の期待値 分散 標準偏差は次のようになる。

　　　　　　

　　　　　　

　　　　また　 　答

注　確率変数 の確率分布は右の表のようになる。

白玉 個と赤玉 個が入った袋から 個の玉を同時に取り出すとき 出る白玉の個数
を とする。確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。

確率変数 の確率分布が右の表で与えられるとき 確
率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。

個のさいころを投げて出る目を とする。次の問いに答えよ。
　⑴　確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。
　⑵　次の確率変数 の期待値 分散 標準偏差を求めよ。
　　①　 ②　 ③　
　⑶　 回さいころを投げ の 倍の金額を得られるゲームがある。ただし 参加料は

円である。 回のゲームで得られる金額の期待値を求めよ。

確率変数の変換

計

計

計

15　確率変数の期待値と分散　　81

  7  確率変数の変換
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3 数学と社会生活
1 経済と数学
  1  単利法

  2  複利法

❶　単利法　元金（利子のもとになる金額）が一定で，利子が一定期間ごとに加えられる
方法を単利法（単利）という。

例 �	 A君がB君に50000円貸し，B君は利子を年利率10％の単利法で計算して返すことに
なった。ただし，「年利率」とは，1年を単位として決められた利率である。
⑴　1年後にB君が全額返すとき，A君が受け取る金額は，
　　　　50000＋50000×0 .1＝55000（円）
　　　　元金　　　利子
⑵　3年後にB君が全額返すとき，A君が受け取る金額は，
　　　　50000＋（50000×0 .1）×3＝65000（円）

❷　元金と利子をあわせた金額を元利合計といい，一般には次の式で求められる。
　　　　元利合計  ＝ 元金  × （1＋ 利率  × 期間  ） 

　　　　　　　＊期間は「年」が多いが，「月」，「半年」の場合もある。
　　 例  の⑵は，50000×（1＋0 .1×3）＝65000（円） と求められる。

❶　複利法　利子を計算するとき，前年の元利合計をあらたな元金として，利子を計算
していく方法を複利法（複利）という。

例 �	 A君がB君に50000円貸すことになり，B君は利子を年利率10％の複利法で計算して
返すことになった。

　　⑴�　1年後にB君が全額返すとき，A君が受け取る利子は，50000×0 .1＝5000（円）
　　　なので，A君が受け取る金額の合計は，50000＋5000＝55000（円）
　　⑵　3年後にB君が全額返すとき，1年後の元利合計は⑴より55000円である。
　　　2年後の利子は，55000×0 .1＝5500（円）
　　　よって，2年後の元利合計は，55000＋5500＝60500（円）
　　　さらに，3年後の利子は，60500×0 .1＝6050（円）
　　　よって，3年後の元利合計は，60500＋6050＝66550（円）
　　　よって，A君が受け取る金額は，66550円である。
　　　＊⑵は，50000×1 .13＝66550（円）と求められる。

1�	 10万円を年利率2%の単利で借りて，10年後に全額返済する。返済する金額は何円にな
るか求めよ。
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3  積立貯金

●積立貯金は，年率の複利法で計算される。
例  題 � 年利率2％の複利法で，毎年の初めに5万円ずつ積立貯金をする。10年後の貯金額の

合計はいくらになるか求めよ。ただし，1.0210＝1.22とする。
考え方 � 毎年積み立てる5万円を別々で考え，それぞれに利子がついていくとして計算する

と，等比数列の和の公式が利用できる。
初項a，公比r（r≠1）の等比数列の第n項までの和は，a（r

n−1）
r−1

解  答 �� 1年目の初めに積み立てた5万円は，1年後に5×（1＋0 .02）（円）になり，
　　　2年後に　5×（1＋0 .02）×（1＋0 .02）＝5（1＋0 .02）2（円）
　　　3年後に　5（1＋0 .02）2×（1＋0 .02）＝5（1＋0 .02）3（円）･･････
　　　10年後に　5（1＋0 .02）10（円）になる。
　　　次に，2年目の初めに積み立てた5万円は，積み立てる期間が9年間なので，
　　　5（1＋0 .02）9（円）になる。
　　　同様に，3年目の初めに積み立てた5万円は，積み立てる期間が8年間なので，
　　　50000×（1＋0 .02）8（円）になる。
　　　このように考えると，10年後の貯金額の合計は，
　　　50000×（1＋0 .02）10＋50000×（1＋0 .02）9＋50000×（1＋0 .02）8＋…＋50000×（1＋0 .02）1

  ＝50000×（1＋0 .02）1＋50000×（1＋0 .02）2＋50000×（1＋0 .02）3＋…＋50000×（1＋0 .02）10

　　　これは，初項50000×（1＋0 .02），公比（1＋0 .02）の等比数列の和なので，

　　　50000（1＋0.02）｛（1+0.02）
10−1｝

（1＋0.02）−1 ＝50000×1.02×（1.22−1）0.02 ＝561000

　　　よって，561000円である。

2�	 10万円を年利率2%の複利で借りて，10年後に全額返済する。返済する金額は何円にな
るか求めよ。ただし，1.0210＝1 .22とする。

3�	 年利率1％の複利法で，毎年の初めに10万円ずつ積立貯金をする。10年後の貯金額の合
計はいくらになるか求めよ。ただし，1.0110＝1 .10とする。

4�	 年利率2％の複利法で，毎年の初めにいくらかずつ積立貯金をする。10年間で100万貯
めるには，毎年何円ずつ貯金すればよいか求めよ。ただし，1.0210＝1 .22とする。
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p.50 ～ 53 　⑩　等差数列
1 ⑴　a1=3*1+1=4，a2=3*2+1=7，
　a3=3*3+1=10，a4=3*4+1=13，
　a5=3*5+1=16

⑵　a1=1*(1-2)=-1，a2=2*(2-2)=0，
　a3=3*(3-2)=3，a4=4*(4-2)=8，
　a5=5*(5-2)=15

2 ⑴　an=3n*(-1)n

⑵　 1
20， 1

21， 1
22， 1

23，……より，an=
1

2n-1

3 ⑴　3，7，11，15，19

⑵　15，11，7，3，-1

4 第n項を an とする。
⑴　公差  d=a2-a1=7-2=5

　a4=a3+d=12+5=17

　a5=a4+d=17+5=22

⑵　公差  d=a4-a3=-4-0=-4

　a2=a1+d=8+(-4)=4

　a5=a4+d=-4+(-4)=-8

5 ⑴　an=3+(n-1)*4=4n-1

　a8=4*8-1=31

⑵　an=15+(n-1)*(-4)=-4n+19

　a8=-4*8+19=-13

6 初項a，公差dとする。
-7=a+(4-1)*d  より，-7=a+3d　……①
-25=a+(10-1)*d  より，
-25=a+9d　……②
①，②より，a=2，d=-3

よって，初項2，公差 -3

an=2+(n-1)*(-3)=-3n+5

7 ⑴　2≈=9-5  より，≈=2

⑵　2≈=-2+3≈  より，≈=2

8 ⑴　S7=
1
2

*7*(3+27)=7*15=105

⑵　Sn=
1
2

 n{2*(-3)+(n-1)*1}

 =
1
2

 n(n-7)

9 ⑴　初項をaとすると，a+(8-1)·2=20  より，

a=6　よって，Sn=
1
2

 n{2·6+(n-1)·2}

 =n(n+5)

⑵　初項をa，公差をdとすると，
　a+(5-1)d=12　……①
　a+(10-1)d=-8　……②

　①，②を解くと，d=-4，a=28

　よって，Sn=
1
2

 n{2·28+(n-1)·(-4)}

 =2n(15-n)

10　⑴　 1
2

*40*41=820

⑵　65=2*33-1  より，332=1089

11　⑴　3+6+9+……+99

　=3(1+2+3+……+33)

　=3*
1
2

*33*34=1683

⑵　(1+2+3+……+100)

　　-3(1+2+3+……+33)

　=
1
2

*100*101-1683

　=5050-1683=3367

⑶　求める和は，6の倍数の和であるから，
　6+12+18+……+96

　=6(1+2+3+……+16)

　=6· 
1
2

 ·16(16+1)=816

⑷　求める和は，2の倍数の和と3の倍数の和か
ら，6の倍数の和をひいたものであり，2の倍
数の和は，

　2+4+6+……+100

　=2(1+2+3+……+50)=2550

　3の倍数の和は，1683

　6の倍数の和は，816であるから，求める和は，
2550+1683-816=3417

p.54 ～ 57 　⑪　等比数列
1 ⑴　2，-6，18，-54，162

⑵　1， 1
3
， 1

9
， 1

27
， 1

81

2 第n項を an とする。
⑴　公比　r=a2÷a1=4÷1=4

　a4=a3*r=16*4=64

⑵　公比　r=a3÷a2=-
3
2

÷3=-
1
2

　a2=a1*r  より，a1=a2*
1
r

=3*(-2)=-6

　a4=a3*r=(-
3
2 )*(-

1
2 )=

3
4

3 ⑴　an=1·5n-1=5n-1，a5=54=625

⑵　an=3·(-
1
2 )

n-1

，a5=3·(-
1
2 )

4

=
3
16

4 ⑴　初項4，公比 -1，an=4·(-1)n-1

第３章　数　　列

─  25  ─

⑵　初項 -
1
3
，公比 -

1
3
，

　an=-
1
3

 ·(-
1
3 )

n-1

=(-
1
3 )

n

5 ⑴　ar 2=12　……①，ar 4=48　……②
　①，②より，r 2=4，r=±2

　r=2  のとき，a=3　よって，an=3·2n-1

　r=-2  のとき，a=3

　よって，an=3·(-2)n-1

⑵　ar 4=-48　……①　ar 7=384　……②
　①，②より，r 3=-8，r=-2

　a=-48÷16=-3

　よって，an=-3·(-2)n-1

6 ≈2=
16
27

 · 
1
3

=
16
81

  より，≈=±
4
9

7 数列  a，6，b  は等比数列であるから，
62=ab　……①
また，a+6+b=21　……②
②より，b=15-a

これを①に代入して整理すると，
a2-15a+36=0，(a-3)(a-12)=0

よって，a=3，12

a=3  のとき，b=12

a=12  のとき，b=3

a<b  より，a=3，b=12

8 ⑴　S5=
6(25-1)

2-1
=6*31=186

⑵　S10=10*(-8)=-80

9 ⑴　Sn=
2(3n-1)

3-1
=3n-1

⑵　Sn=
4{1-(-3)n}

1-(-3)
=1-(-3)n

⑶　Sn=
1-( 1

3 )
n

1-
1
3

=
3
2

1-( 1
3 )

n

10　a+ar+ar 2=-9　……①
ar 2+ar 3+ar 4=-36　……②
②より，r 2(a+ar+ar 2)=-36　……③
①を③に代入して，
-9r 2=-36，r 2=4，r=±2

r=2  のとき，a+2a+4a=-9，a=-
9
7

r=-2  のとき，a-2a+4a=-9，a=-3

11　S=100000*
1.02(1.0210-1)

1.02-1

 =100000*
1.02
0.02

*(1.22-1)

 =100000*51*0.22=1122000（円）

p.58 　問題Ａ

1 ⑴　a1=
1
3
，a2=

1
6
，a3=

1
9
，a4=

1
12
，a5=

1
15

⑵　a1=2，a2=6，a3=12，a4=20，a5=30

⑶　a1=-2，a2=4，a3=-8，a4=16，
　a5=-32

2 ⑴　an=5+(n-1)*2=2n+3

　Sn=
1
2

 ·n{10+(n-1)·2}

 =
n
2

(2n+8)=n(n+4)

⑵　an=(-3)n-1

　Sn=
1-(-3)n

1-(-3)
=

1
4

{1-(-3)n}

⑶　初項18，公差 -5 の等差数列だから，
　an=18+(n-1)·(-5)=-5n+23

　Sn=
1
2

 ·n{36+(n-1)·(-5)}

 =
1
2

 n(-5n+41)

⑷　初項1，公比 -
1
2

 の等比数列だから，

　an=(-
1
2 )

n-1

　Sn=
1-(-

1
2 )

n

1-(-
1
2 )

=
2
3

1-(-
1
2 )

n

3 ⑴　a10=a+9d=37　……①
　a25=a+24d=-68　……②
　①，②より，a=100，d=-7

　よって，初項100，公差 -7

⑵　一般項は，an=-7n+107

　-250=-7n+107  より，n=51

　よって，第51項
4 ⑴　a4=ar 3=-24　……①
　a7=ar 6=192　……②
　①，②より，r 3=-8，r=-2

　①より，a=3　よって，初項3，公比-2

⑵　一般項は，an=3·(-2)n-1，a5=48

5 ⑴　2≈=4+36  より，≈=20

⑵　≈2=4·36  より，≈=±12

6 a+ar+ar 2=-9　……①
a+ar+ar 2+ar 3+ar 4+ar 5=63　……②
②より，
a+ar+ar 2+r 3(a+ar+ar 2)=63　……③
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p.50 ～ 53 　⑩　等差数列
1 ⑴　a1=3*1+1=4，a2=3*2+1=7，
　a3=3*3+1=10，a4=3*4+1=13，
　a5=3*5+1=16

⑵　a1=1*(1-2)=-1，a2=2*(2-2)=0，
　a3=3*(3-2)=3，a4=4*(4-2)=8，
　a5=5*(5-2)=15

2 ⑴　an=3n*(-1)n

⑵　 1
20， 1

21， 1
22， 1

23，……より，an=
1

2n-1

3 ⑴　3，7，11，15，19

⑵　15，11，7，3，-1

4 第n項を an とする。
⑴　公差  d=a2-a1=7-2=5

　a4=a3+d=12+5=17

　a5=a4+d=17+5=22

⑵　公差  d=a4-a3=-4-0=-4

　a2=a1+d=8+(-4)=4

　a5=a4+d=-4+(-4)=-8

5 ⑴　an=3+(n-1)*4=4n-1

　a8=4*8-1=31

⑵　an=15+(n-1)*(-4)=-4n+19

　a8=-4*8+19=-13

6 初項a，公差dとする。
-7=a+(4-1)*d  より，-7=a+3d　……①
-25=a+(10-1)*d  より，
-25=a+9d　……②
①，②より，a=2，d=-3

よって，初項2，公差 -3

an=2+(n-1)*(-3)=-3n+5

7 ⑴　2≈=9-5  より，≈=2

⑵　2≈=-2+3≈  より，≈=2

8 ⑴　S7=
1
2

*7*(3+27)=7*15=105

⑵　Sn=
1
2

 n{2*(-3)+(n-1)*1}

 =
1
2

 n(n-7)

9 ⑴　初項をaとすると，a+(8-1)·2=20  より，

a=6　よって，Sn=
1
2

 n{2·6+(n-1)·2}

 =n(n+5)

⑵　初項をa，公差をdとすると，
　a+(5-1)d=12　……①
　a+(10-1)d=-8　……②

　①，②を解くと，d=-4，a=28

　よって，Sn=
1
2

 n{2·28+(n-1)·(-4)}

 =2n(15-n)

10　⑴　 1
2

*40*41=820

⑵　65=2*33-1  より，332=1089

11　⑴　3+6+9+……+99

　=3(1+2+3+……+33)

　=3*
1
2

*33*34=1683

⑵　(1+2+3+……+100)

　　-3(1+2+3+……+33)

　=
1
2

*100*101-1683

　=5050-1683=3367

⑶　求める和は，6の倍数の和であるから，
　6+12+18+……+96

　=6(1+2+3+……+16)

　=6· 
1
2

 ·16(16+1)=816

⑷　求める和は，2の倍数の和と3の倍数の和か
ら，6の倍数の和をひいたものであり，2の倍
数の和は，

　2+4+6+……+100

　=2(1+2+3+……+50)=2550

　3の倍数の和は，1683

　6の倍数の和は，816であるから，求める和は，
2550+1683-816=3417

p.54 ～ 57 　⑪　等比数列
1 ⑴　2，-6，18，-54，162

⑵　1， 1
3
， 1

9
， 1

27
， 1

81

2 第n項を an とする。
⑴　公比　r=a2÷a1=4÷1=4

　a4=a3*r=16*4=64

⑵　公比　r=a3÷a2=-
3
2

÷3=-
1
2

　a2=a1*r  より，a1=a2*
1
r

=3*(-2)=-6

　a4=a3*r=(-
3
2 )*(-

1
2 )=

3
4

3 ⑴　an=1·5n-1=5n-1，a5=54=625

⑵　an=3·(-
1
2 )

n-1

，a5=3·(-
1
2 )

4

=
3
16

4 ⑴　初項4，公比 -1，an=4·(-1)n-1

第３章　数　　列
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⑵　初項 -
1
3
，公比 -

1
3
，

　an=-
1
3

 ·(-
1
3 )

n-1

=(-
1
3 )

n

5 ⑴　ar 2=12　……①，ar 4=48　……②
　①，②より，r 2=4，r=±2

　r=2  のとき，a=3　よって，an=3·2n-1

　r=-2  のとき，a=3

　よって，an=3·(-2)n-1

⑵　ar 4=-48　……①　ar 7=384　……②
　①，②より，r 3=-8，r=-2

　a=-48÷16=-3

　よって，an=-3·(-2)n-1

6 ≈2=
16
27

 · 
1
3

=
16
81

  より，≈=±
4
9

7 数列  a，6，b  は等比数列であるから，
62=ab　……①
また，a+6+b=21　……②
②より，b=15-a

これを①に代入して整理すると，
a2-15a+36=0，(a-3)(a-12)=0

よって，a=3，12

a=3  のとき，b=12

a=12  のとき，b=3

a<b  より，a=3，b=12

8 ⑴　S5=
6(25-1)

2-1
=6*31=186

⑵　S10=10*(-8)=-80

9 ⑴　Sn=
2(3n-1)

3-1
=3n-1

⑵　Sn=
4{1-(-3)n}

1-(-3)
=1-(-3)n

⑶　Sn=
1-( 1

3 )
n

1-
1
3

=
3
2

1-( 1
3 )

n

10　a+ar+ar 2=-9　……①
ar 2+ar 3+ar 4=-36　……②
②より，r 2(a+ar+ar 2)=-36　……③
①を③に代入して，
-9r 2=-36，r 2=4，r=±2

r=2  のとき，a+2a+4a=-9，a=-
9
7

r=-2  のとき，a-2a+4a=-9，a=-3

11　S=100000*
1.02(1.0210-1)

1.02-1

 =100000*
1.02
0.02

*(1.22-1)

 =100000*51*0.22=1122000（円）

p.58 　問題Ａ

1 ⑴　a1=
1
3
，a2=

1
6
，a3=

1
9
，a4=

1
12
，a5=

1
15

⑵　a1=2，a2=6，a3=12，a4=20，a5=30

⑶　a1=-2，a2=4，a3=-8，a4=16，
　a5=-32

2 ⑴　an=5+(n-1)*2=2n+3

　Sn=
1
2

 ·n{10+(n-1)·2}

 =
n
2

(2n+8)=n(n+4)

⑵　an=(-3)n-1

　Sn=
1-(-3)n

1-(-3)
=

1
4

{1-(-3)n}

⑶　初項18，公差 -5 の等差数列だから，
　an=18+(n-1)·(-5)=-5n+23

　Sn=
1
2

 ·n{36+(n-1)·(-5)}

 =
1
2

 n(-5n+41)

⑷　初項1，公比 -
1
2

 の等比数列だから，

　an=(-
1
2 )

n-1

　Sn=
1-(-

1
2 )

n

1-(-
1
2 )

=
2
3

1-(-
1
2 )

n

3 ⑴　a10=a+9d=37　……①
　a25=a+24d=-68　……②
　①，②より，a=100，d=-7

　よって，初項100，公差 -7

⑵　一般項は，an=-7n+107

　-250=-7n+107  より，n=51

　よって，第51項
4 ⑴　a4=ar 3=-24　……①
　a7=ar 6=192　……②
　①，②より，r 3=-8，r=-2

　①より，a=3　よって，初項3，公比-2

⑵　一般項は，an=3·(-2)n-1，a5=48

5 ⑴　2≈=4+36  より，≈=20

⑵　≈2=4·36  より，≈=±12

6 a+ar+ar 2=-9　……①
a+ar+ar 2+ar 3+ar 4+ar 5=63　……②
②より，
a+ar+ar 2+r 3(a+ar+ar 2)=63　……③
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①を③に代入して，-9-9r 3=63　r=-2

①より，a-2a+4a=-9，a=-3

よって，an=(-3)(-2)n-1

S10=-3· 
1-(-2)10

1-(-2)
=1023

7 ⑴　7+14+21+……+98

　=7(1+2+……+14)

　=7*
1
2

 ·14·15=735

⑵　2+9+16+……+100

　初項2，公差7の等差数列だから，an=7n-5

　100=7n-5  より，n=15

　よって，100は第15項。

　S=
1
2

 ·15(2+100)=765

p.59 　問題Ｂ

1 項数をnとすると，n(50+0)
2

=650，n=26

50+(26-1)*d=0，d=-2

よって，an=50+(n-1)*(-2)=-2n+52

2 ⑴　 1
2

 n{40+(n-1)*(-3)}=75

　3n2-43n+150=0，(3n-25)(n-6)=0

　n=
25
3
，6

　nは自然数より，n=6　よって，第6項
⑵　項の値がはじめて負の数になるのは，

　20+(n-1)·(-3)<0  より，n>
23
3

=7.6……

だから，第8項目である。よって，第7項
3 -10=≈+¥　……①，16=≈¥　……②
①，②より，≈2+10≈+16=0，(≈+2)(≈+8)=0

≈=-2，-8　≈=-2  のとき，¥=-8

≈=-8  のとき，¥=-2

4 初項をa，公比をrとする。
a+ar=-6　……①，ar 2+ar 3=-24　……②
②より，r 2(a+ar)=-24　これに①を代入して，
-6r 2=-24，r 2=4，r=±2

r=2  のとき，a=-2　よって，an=-2·2n-1

Sn=
-2(2n-1)

2-1
=-2n+1+2

r=-2  のとき，a=6　よって，an=6·(-2)n-1

Sn=
6{1-(-2)n}

1-(-2)
=2{1-(-2)n}

5 ⑴　ar 3=24　……①，ar 6=192　……②
　①，②より，r 3=8，r=2　①より，a=3

　よって，an=3·2n-1

⑵　 3(2n-1)
2-1

=1533，2n-1=511，2n=512

　2n=29　よって，第9項
⑶　a2+(ar)2+(ar 2)2+……+(ar n-1)2

　=a2+a2r 2+a2(r 2)2+……+a2(r 2)n-1

　これは，初項  a2，公比 r 2 の等比数列の和である。
　a2=32=9，r 2=22=4  であるから，

　Sn=
9(4n-1)

4-1
=3(4n-1)

6 数列  1，11，111，1111，……について，
11=1+10，111=1+10+100，
1111=1+10+100+1000，……であり，これら
は初項1，公比10の等比数列の和であるから，
1·(10n-1)

10-1
=

1
9

(10n-1)  より，一般項は，

an=
1
9

(10n-1)

7 ⑴　1+6+11+16+……+96

　数列  1，6，11，16，……，96は，
　初項1，公差5の等差数列だから，an=5n-4

　96=5n-4  より，n=20

　よって，96は第20項。
　したがって，求める和Sは，

　S=
1
2

 ·20(1+96)=970

⑵　100以下の正の数のうち，3で割り切れる自
然数の和は，

　3+6+……+99=3(1+2+……+33)

 　=3· 
1
2

 ·33·34=1683

　100以下の正の数のうち，5で割り切れる自然
数の和は，

　5+10+……+100=5(1+2+……+20)

 　=5· 
1
2

 ·20·21=1050

　100以下の正の数のうち，15で割り切れる自然
数の和は，

　15+30+……+90=15(1+2+……+6)

 　=15· 
1
2

 ·6·7=315

　よって，1683+1050-315=2418

⑶　100以下の正の数のうち，5を分母とする既
約分数の和は，

　( 1
5

+
2
5

+
3
5

+……+
500
5 )

　-( 5
5

+
10
5

+
15
5

+……+
500
5 )
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　=
1
5

(1+2+3+……+500)

　　-(1+2+3+……+100)

　=
1
5

 · 
1
2

 ·500·501-
1
2

 ·100·101=20000

8 ⑴　数列  3，6，……，1500，……が等差数列
であるとすると，初項3，公差3であるから，
1500が第n項目であるとして，
　1500=3+(n-1)·3  より，n=500

　よって，この数列は等差数列となることができ
る。

⑵　数列  3，6，……，1500，……が等比数列で
あるとすると，初項3，公比2であるから，
1500が第n項目であるとして，
　1500=3·2n-1  より，2n-1=500

　これを満たす自然数nは存在しないから，等比
数列となることはできない。

p.60 ～ 64 　⑫　いろいろな数列

1 ⑴　 1
6

 ·10(10+1)(2·10+1)=385

⑵　 1
6

 ·30(30+1)(2·30+1)=9455

⑶　 1
2

 ·15·(15+1)
2

=1202=14400

⑷　 1
2

 ·20·(20+1)
2

-14400=2102-14400

　=44100-14400=29700

2 ⑴　7+10+13+16+19

⑵　8+16+32+64+128+256

⑶　
6

¸
k=1

(k+4)　または，
10

¸
k=5

k

⑷　
20

¸
k=1

k(k+1)

3 ⑴　 1
2

 ·50·51=1275

⑵　( 1
2

 ·10·11)
2

=552=3025

⑶　
n-1

¸
k=1

4=4(n-1)

⑷　
n

¸
k=1

2k=
n

¸
k=1

2·2k-1=
2(2n-1)

2-1
=2(2n-1)

4 ⑴　
n

¸
k=1

(2k+4)=2
n

¸
k=1

k+
n

¸
k=1

4

　=2·
1
2

 n(n+1)+4n=n2+5n=n(n+5)

⑵　
n

¸
k=1

(k2-2k)=
n

¸
k=1

k2-2
n

¸
k=1

k

　=
1
6

 n(n+1)(2n+1)-2· 
1
2

 n(n+1)

　=
1
6

 n(n+1)(2n-5)

⑶　
n

¸
k=1

(6k2-2k+3)

　=6· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)-2· 
1
2

 n(n+1)+3n

　=n(2n2+2n+3)

⑷　
n

¸
k=1

(2k+1)(k-3)

　=
n

¸
k=1

(2k2-5k-3)=2
n

¸
k=1

k2-5
n

¸
k=1

k-
n

¸
k=1

3

　=2· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)-5· 
1
2

 n(n+1)-3n

　=
1
6

 n(4n2-9n-31)

⑸　
n

¸
k=1

(k-2)2=
n

¸
k=1

(k2-4k+4)

　=
n

¸
k=1

k2-4
n

¸
k=1

k+
n

¸
k=1

4

　=
1
6

 n(n+1)(2n+1)-4· 
1
2

 n(n+1)+4n

　=
1
6

 n(2n2-9n+13)

⑹　
n-1

¸
k=1

(3k+2)=
n-1

¸
k=1

3k+
n-1

¸
k=1

2

　=
3(3n-1-1)

3-1
+2(n-1)

　=
3n

2
+2n-

7
2

=
1
2

(3n+4n-7)

5 ⑴　
n

¸
k=1

(3k)2=9
n

¸
k=1

k2

　=9· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)=
3
2

 n(n+1)(2n+1)

⑵　第k項は，k(2k-1)  であるから，求める和は，

　
n

¸
k=1

k(2k-1)=
n

¸
k=1

(2k2-k)

　=2· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)-
1
2

 n(n+1)

　=
1
6

 n(n+1){2(2n+1)-3}

　=
1
6

 n(n+1)(4n-1)

6 ⑴　階差数列を{bn}とすると，
　{bn}：1，4，9，16，25，……
　よって，bn=n2

　したがって，n≥2  のとき，
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①を③に代入して，-9-9r 3=63　r=-2

①より，a-2a+4a=-9，a=-3

よって，an=(-3)(-2)n-1

S10=-3· 
1-(-2)10

1-(-2)
=1023

7 ⑴　7+14+21+……+98

　=7(1+2+……+14)

　=7*
1
2

 ·14·15=735

⑵　2+9+16+……+100

　初項2，公差7の等差数列だから，an=7n-5

　100=7n-5  より，n=15

　よって，100は第15項。

　S=
1
2

 ·15(2+100)=765

p.59 　問題Ｂ

1 項数をnとすると，n(50+0)
2

=650，n=26

50+(26-1)*d=0，d=-2

よって，an=50+(n-1)*(-2)=-2n+52

2 ⑴　 1
2

 n{40+(n-1)*(-3)}=75

　3n2-43n+150=0，(3n-25)(n-6)=0

　n=
25
3
，6

　nは自然数より，n=6　よって，第6項
⑵　項の値がはじめて負の数になるのは，

　20+(n-1)·(-3)<0  より，n>
23
3

=7.6……

だから，第8項目である。よって，第7項
3 -10=≈+¥　……①，16=≈¥　……②
①，②より，≈2+10≈+16=0，(≈+2)(≈+8)=0

≈=-2，-8　≈=-2  のとき，¥=-8

≈=-8  のとき，¥=-2

4 初項をa，公比をrとする。
a+ar=-6　……①，ar 2+ar 3=-24　……②
②より，r 2(a+ar)=-24　これに①を代入して，
-6r 2=-24，r 2=4，r=±2

r=2  のとき，a=-2　よって，an=-2·2n-1

Sn=
-2(2n-1)

2-1
=-2n+1+2

r=-2  のとき，a=6　よって，an=6·(-2)n-1

Sn=
6{1-(-2)n}

1-(-2)
=2{1-(-2)n}

5 ⑴　ar 3=24　……①，ar 6=192　……②
　①，②より，r 3=8，r=2　①より，a=3

　よって，an=3·2n-1

⑵　 3(2n-1)
2-1

=1533，2n-1=511，2n=512

　2n=29　よって，第9項
⑶　a2+(ar)2+(ar 2)2+……+(ar n-1)2

　=a2+a2r 2+a2(r 2)2+……+a2(r 2)n-1

　これは，初項  a2，公比 r 2 の等比数列の和である。
　a2=32=9，r 2=22=4  であるから，

　Sn=
9(4n-1)

4-1
=3(4n-1)

6 数列  1，11，111，1111，……について，
11=1+10，111=1+10+100，
1111=1+10+100+1000，……であり，これら
は初項1，公比10の等比数列の和であるから，
1·(10n-1)

10-1
=

1
9

(10n-1)  より，一般項は，

an=
1
9

(10n-1)

7 ⑴　1+6+11+16+……+96

　数列  1，6，11，16，……，96は，
　初項1，公差5の等差数列だから，an=5n-4

　96=5n-4  より，n=20

　よって，96は第20項。
　したがって，求める和Sは，

　S=
1
2

 ·20(1+96)=970

⑵　100以下の正の数のうち，3で割り切れる自
然数の和は，

　3+6+……+99=3(1+2+……+33)

 　=3· 
1
2

 ·33·34=1683

　100以下の正の数のうち，5で割り切れる自然
数の和は，

　5+10+……+100=5(1+2+……+20)

 　=5· 
1
2

 ·20·21=1050

　100以下の正の数のうち，15で割り切れる自然
数の和は，

　15+30+……+90=15(1+2+……+6)

 　=15· 
1
2

 ·6·7=315

　よって，1683+1050-315=2418

⑶　100以下の正の数のうち，5を分母とする既
約分数の和は，

　( 1
5

+
2
5

+
3
5

+……+
500
5 )

　-( 5
5

+
10
5

+
15
5

+……+
500
5 )
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　=
1
5

(1+2+3+……+500)

　　-(1+2+3+……+100)

　=
1
5

 · 
1
2

 ·500·501-
1
2

 ·100·101=20000

8 ⑴　数列  3，6，……，1500，……が等差数列
であるとすると，初項3，公差3であるから，
1500が第n項目であるとして，
　1500=3+(n-1)·3  より，n=500

　よって，この数列は等差数列となることができ
る。
⑵　数列  3，6，……，1500，……が等比数列で
あるとすると，初項3，公比2であるから，
1500が第n項目であるとして，
　1500=3·2n-1  より，2n-1=500

　これを満たす自然数nは存在しないから，等比
数列となることはできない。

p.60 ～ 64 　⑫　いろいろな数列

1 ⑴　 1
6

 ·10(10+1)(2·10+1)=385

⑵　 1
6

 ·30(30+1)(2·30+1)=9455

⑶　 1
2

 ·15·(15+1)
2

=1202=14400

⑷　 1
2

 ·20·(20+1)
2

-14400=2102-14400

　=44100-14400=29700

2 ⑴　7+10+13+16+19

⑵　8+16+32+64+128+256

⑶　
6

¸
k=1

(k+4)　または，
10

¸
k=5

k

⑷　
20

¸
k=1

k(k+1)

3 ⑴　 1
2

 ·50·51=1275

⑵　( 1
2

 ·10·11)
2

=552=3025

⑶　
n-1

¸
k=1

4=4(n-1)

⑷　
n

¸
k=1

2k=
n

¸
k=1

2·2k-1=
2(2n-1)

2-1
=2(2n-1)

4 ⑴　
n

¸
k=1

(2k+4)=2
n

¸
k=1

k+
n

¸
k=1

4

　=2·
1
2

 n(n+1)+4n=n2+5n=n(n+5)

⑵　
n

¸
k=1

(k2-2k)=
n

¸
k=1

k2-2
n

¸
k=1

k

　=
1
6

 n(n+1)(2n+1)-2· 
1
2

 n(n+1)

　=
1
6

 n(n+1)(2n-5)

⑶　
n

¸
k=1

(6k2-2k+3)

　=6· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)-2· 
1
2

 n(n+1)+3n

　=n(2n2+2n+3)

⑷　
n

¸
k=1

(2k+1)(k-3)

　=
n

¸
k=1

(2k2-5k-3)=2
n

¸
k=1

k2-5
n

¸
k=1

k-
n

¸
k=1

3

　=2· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)-5· 
1
2

 n(n+1)-3n

　=
1
6

 n(4n2-9n-31)

⑸　
n

¸
k=1

(k-2)2=
n

¸
k=1

(k2-4k+4)

　=
n

¸
k=1

k2-4
n

¸
k=1

k+
n

¸
k=1

4

　=
1
6

 n(n+1)(2n+1)-4· 
1
2

 n(n+1)+4n

　=
1
6

 n(2n2-9n+13)

⑹　
n-1

¸
k=1

(3k+2)=
n-1

¸
k=1

3k+
n-1

¸
k=1

2

　=
3(3n-1-1)

3-1
+2(n-1)

　=
3n

2
+2n-

7
2

=
1
2

(3n+4n-7)

5 ⑴　
n

¸
k=1

(3k)2=9
n

¸
k=1

k2

　=9· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)=
3
2

 n(n+1)(2n+1)

⑵　第k項は，k(2k-1)  であるから，求める和は，

　
n

¸
k=1

k(2k-1)=
n

¸
k=1

(2k2-k)

　=2· 
1
6

 n(n+1)(2n+1)-
1
2

 n(n+1)

　=
1
6

 n(n+1){2(2n+1)-3}

　=
1
6

 n(n+1)(4n-1)

6 ⑴　階差数列を{bn}とすると，
　{bn}：1，4，9，16，25，……
　よって，bn=n2

　したがって，n≥2  のとき，
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an+1-3an=1·(-
1
2 )

n-1

=(-
1
2 )

n-1

　……⑤

(④-⑤)÷
7
2

  より，an=
2
7

3n+1

2
-(-

1
2 )

n-1

5 ⑴　n=1  のとき，a2=2a1-1+1=2a1=2

　n=2  のとき，a3=3a2-4+1=3·2-3=3

　n=3  のとき，a4=4a3-9+1=4·3-8=4

⑵　⑴の結果より，a1=1，a2=2，a3=3，a4=4

　よって，一般項  an=n  と推定できる。
　 すべての自然数nについて成り立つことを数学
的帰納法により示す。

　［1］　n=1  のとき，a1=1　よって，成り立つ。
　［2］　n=k  のとき，ak=k  が成り立つとすると，

ak+1=(k+1)ak-k2+1

 =(k+1)·k-k2+1=k+1

　　よって，n=k+1  のときも成り立つ。
　［1］，［2］より，すべての自然数について，
　an=n  が成り立つ。

6 ⑴　an+1=2an+n-1　……①
　①において，nのかわりに  n+1  とすると，
　an+2=2an+1+(n+1)-1　……②
　②-①  より，
　an+2-an+1=2(an+1-an)+1

　よって，bn+1=2bn+1

⑵　⑴より，bn+1=2bn+1　……③  とする。
　a=2a+1  を解くと，a=-1

　よって，③は次のように変形できる。
　bn+1+1=2(bn+1)　……④
　ここで，④より，数列{bn+1}は等比数列である。
　また，①より，a2=2a1+1-1=2  だから，
　b1=a2-a1=2-1=1

　よって，数列{bn+1}は，
　 初項  b1+1=1+1=2，公比2の等比数列であ
るから，bn+1=2·2n-1=2n

　ゆえに，bn=2n-1

　 一方，数列{bn}は，数列{an}の階差数列である
から，n≥2  のとき，

　an=a1+
n-1

¸
k=1

bk=1+
n-1

¸
k=1

(2k-1)

 =1+
n-1

¸
k=1

2k-
n-1

¸
k=1

1

 =1+
2(2n-1-1)

2-1
-(n-1)

 =2n-n　……⑤
　 ⑤において，n=1  とすると，a1=1  より，n=1  

のときも成り立つ。
　したがって，一般項は，an=2n-n

7 n本の直線をかき入れたときの交点の数を an 

個とする。n=1，2，3  のときを調べてみると，

以上のことより，n本の直線がかき入れてあると
ころへ，(n+1)本目の直線を引くと，このn本
とすでにある  l，m の2本を合わせた(n+2)本の
直線と1点ずつで交わるから，(n+2)個の交点
が増える。つまり，an+1=an+(n+2)

よって，a1=2，an+1=an+n+2  を満たす an を求
めればよい。
an+1-an=n+2  より，
n≥2  のとき，

an=2+
n-1

¸
k=1

(k+2)=2+
1
2

(n-1)n+2(n-1)

 =
1
2

 n2+
3
2

 n=
1
2

 n(n+3)

これは，n=1  のときも  a1=
1
2

 ·4=2  となって成

り立つ。

したがって，an=
1
2
n(n+3)(個)

p.76 ～ 77 　章末問題
1 a3=ar 2=-45　……①

a6=ar 5=1215 ……②
①を②に代入すると，-45·r 3=1215

r 3=-27  より，r=-3

これを①に代入すると，9a=-45，a=-5

よって，an=-5·(-3)n-1

-5{1-(-3)n}
1-(-3)

=100  とすると，

1-(-3)n=-80

ゆえに，(-3)n=81  より，n=4

したがって，和が100になるのは，初項から第4

項までの和である。
2 初項 -5，末項15，項数  n+2  の等差数列の和
が100ということであるから，
1
2

(n+2)(-5+15)=100

これより，n=18

また，公差をdとすると，第20項が15ということ
であるから，
15=-5+(20-1)d

よって，d=
20
19

n=1のとき

a1=2

n=2のとき

a2=5

n=3のとき

a3=9
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3 ⑴　
n

¸
k=1(

3
2 )

k-1

=
( 3

2 )
n

-1

3
2

-1
=2 ( 3

2 )
n

-1

⑵　
n

¸
k=1

(k-1)(2k+1)=
n

¸
k=1

(2k2-k-1)

　=2
n

¸
k=1

k2-
n

¸
k=1

k-
n

¸
k=1

1

　=
2
6

 n(n+1)(2n+1)-
1
2

 n(n+1)-n

　=
n
6

{2(n+1)(2n+1)-3(n+1)-6}

　=
1
6

 n(n-1)(4n+7)

⑶　
n-1

¸
k=1

(k2-2k)=
1
6

(n-1)n(2n-1)-(n-1)n

 =
1
6

 n(n-1)(2n-1-6)

 =
1
6

 n(n-1)(2n-7)

4 (an の分母)=1+2+3+……+n

 =
1
2

 n(n+1)

よって，第n項までの和 Sn は，

Sn=
n

¸
k=1

1
1+2+3+……+k

=
n

¸
k=1

2
k(k+1)

 =2
n

¸
k=1(

1
k

-
1

k+1)

 =2 (1-
1
2 )+( 1

2
-

1
3 )+……+( 1

n
-

1
n+1)

 =2(1-
1

n+1)=
2n

n+1

5 ⑴　{bn}：2，4，6，……
　よって，{bn}は初項2，公差2の等差数列であ
るから，bn=2+(n-1)·2=2n

⑵　n≥2  のとき，

　an=1+
n-1

¸
k=1

2k=1+2
n-1

¸
k=1

k

 =1+2· 
1
2

(n-1)n=n2-n+1　……①

　①において，n=1  のときも  a1=1-1+1=1

　となって，成り立つ。
　よって，an=n2-n+1

6 ⑴　与えられた等式をⒶとする。
　［1］　n=1  のとき，
　　左辺=12=1，

　　右辺=
1
3

 ·1·1·3=1

　　よって，Ⓐは成り立つ。
　［2］　n=k  のときⒶが成り立つと仮定すると，
　　12+32+52+……+(2k-1)2

　　=
1
3

 k(2k-1)(2k+1)

　　n=k+1  のとき，
　　12+32+52+……+(2k-1)2+{2(k+1)-1}2

　　=
1
3

 k(2k-1)(2k+1)+(2k+1)2

　　=
1
3

(2k+1){k(2k-1)+3(2k+1)}

　　=
1
3

(2k+1)(2k2+5k+3)

　　=
1
3

(2k+1)(2k+3)(k+1)

　　=
1
3

(k+1){2(k+1)-1}{2(k+1)+1}

　　よって，Ⓐは  n=k+1  のときも成り立つ。
　 ［1］，［2］より，Ⓐはすべての自然数nについて
成り立つ。

⑵　「6n-1  は5の倍数である」をⒷとする。
　［1］　n=1  のとき，
　　61-1  は5の倍数であるから，Ⓑは成り立つ。
　［2］　n=k  のとき，Ⓑが成り立つと仮定すると，

6k-1  は5の倍数であるから，Nを整数とし
て  6k-1=5N  とおける。

　　n=k+1  のとき，
　　6k+1-1=6(6k-1)+6-1

 =6·5N+5=5(6N+1)

　　 6N+1  は整数であるから，6k+1-1  は5の倍
数となり，n=k+1  のときもⒷは成り立つ。

　 ［1］，［2］より，Ⓑはすべての自然数nについて
成り立つ。

7 an=Sn-Sn-1  より，
an=(2an-n)-{2an-1-(n-1)}

 =2an-2an-1-1

よって，an=2an-1+1  だから，
an+1=2(an-1+1)

ゆえに，数列{an+1}は，初項  a1+1，公比2の
等比数列である。
ここで  a1=S1  より，
a1=2a1-1，a1=1

したがって，an+1=(1+1)·2n-1=2n

an=2n-1

8
a(r n-1)

r-1
=200 ……①

a(r 2n-1)
r-1

=16400　……②
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an+1-3an=1·(-
1
2 )

n-1

=(-
1
2 )

n-1

　……⑤

(④-⑤)÷
7
2

  より，an=
2
7

3n+1

2
-(-

1
2 )

n-1

5 ⑴　n=1  のとき，a2=2a1-1+1=2a1=2

　n=2  のとき，a3=3a2-4+1=3·2-3=3

　n=3  のとき，a4=4a3-9+1=4·3-8=4

⑵　⑴の結果より，a1=1，a2=2，a3=3，a4=4

　よって，一般項  an=n  と推定できる。
　 すべての自然数nについて成り立つことを数学
的帰納法により示す。

　［1］　n=1  のとき，a1=1　よって，成り立つ。
　［2］　n=k  のとき，ak=k  が成り立つとすると，

ak+1=(k+1)ak-k2+1

 =(k+1)·k-k2+1=k+1

　　よって，n=k+1  のときも成り立つ。
　［1］，［2］より，すべての自然数について，
　an=n  が成り立つ。

6 ⑴　an+1=2an+n-1　……①
　①において，nのかわりに  n+1  とすると，
　an+2=2an+1+(n+1)-1　……②
　②-①  より，
　an+2-an+1=2(an+1-an)+1

　よって，bn+1=2bn+1

⑵　⑴より，bn+1=2bn+1　……③  とする。
　a=2a+1  を解くと，a=-1

　よって，③は次のように変形できる。
　bn+1+1=2(bn+1)　……④
　ここで，④より，数列{bn+1}は等比数列である。
　また，①より，a2=2a1+1-1=2  だから，
　b1=a2-a1=2-1=1

　よって，数列{bn+1}は，
　 初項  b1+1=1+1=2，公比2の等比数列であ
るから，bn+1=2·2n-1=2n

　ゆえに，bn=2n-1

　 一方，数列{bn}は，数列{an}の階差数列である
から，n≥2  のとき，

　an=a1+
n-1

¸
k=1

bk=1+
n-1

¸
k=1

(2k-1)

 =1+
n-1

¸
k=1

2k-
n-1

¸
k=1

1

 =1+
2(2n-1-1)

2-1
-(n-1)

 =2n-n　……⑤
　 ⑤において，n=1  とすると，a1=1  より，n=1  

のときも成り立つ。
　したがって，一般項は，an=2n-n

7 n本の直線をかき入れたときの交点の数を an 

個とする。n=1，2，3  のときを調べてみると，

以上のことより，n本の直線がかき入れてあると
ころへ，(n+1)本目の直線を引くと，このn本
とすでにある  l，m の2本を合わせた(n+2)本の
直線と1点ずつで交わるから，(n+2)個の交点
が増える。つまり，an+1=an+(n+2)

よって，a1=2，an+1=an+n+2  を満たす an を求
めればよい。
an+1-an=n+2  より，
n≥2  のとき，

an=2+
n-1

¸
k=1

(k+2)=2+
1
2

(n-1)n+2(n-1)

 =
1
2

 n2+
3
2

 n=
1
2

 n(n+3)

これは，n=1  のときも  a1=
1
2

 ·4=2  となって成

り立つ。

したがって，an=
1
2
n(n+3)(個)

p.76 ～ 77 　章末問題
1 a3=ar 2=-45　……①

a6=ar 5=1215 ……②
①を②に代入すると，-45·r 3=1215

r 3=-27  より，r=-3

これを①に代入すると，9a=-45，a=-5

よって，an=-5·(-3)n-1

-5{1-(-3)n}
1-(-3)

=100  とすると，

1-(-3)n=-80

ゆえに，(-3)n=81  より，n=4

したがって，和が100になるのは，初項から第4

項までの和である。
2 初項 -5，末項15，項数  n+2  の等差数列の和
が100ということであるから，
1
2

(n+2)(-5+15)=100

これより，n=18

また，公差をdとすると，第20項が15ということ
であるから，
15=-5+(20-1)d

よって，d=
20
19

n=1のとき

a1=2

n=2のとき

a2=5

n=3のとき

a3=9
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3 ⑴　
n

¸
k=1(

3
2 )

k-1

=
( 3

2 )
n

-1

3
2

-1
=2 ( 3

2 )
n

-1

⑵　
n

¸
k=1

(k-1)(2k+1)=
n

¸
k=1

(2k2-k-1)

　=2
n

¸
k=1

k2-
n

¸
k=1

k-
n

¸
k=1

1

　=
2
6

 n(n+1)(2n+1)-
1
2

 n(n+1)-n

　=
n
6

{2(n+1)(2n+1)-3(n+1)-6}

　=
1
6

 n(n-1)(4n+7)

⑶　
n-1

¸
k=1

(k2-2k)=
1
6

(n-1)n(2n-1)-(n-1)n

 =
1
6

 n(n-1)(2n-1-6)

 =
1
6

 n(n-1)(2n-7)

4 (an の分母)=1+2+3+……+n

 =
1
2

 n(n+1)

よって，第n項までの和 Sn は，

Sn=
n

¸
k=1

1
1+2+3+……+k

=
n

¸
k=1

2
k(k+1)

 =2
n

¸
k=1(

1
k

-
1

k+1)

 =2 (1-
1
2 )+( 1

2
-

1
3 )+……+( 1

n
-

1
n+1)

 =2(1-
1

n+1)=
2n

n+1

5 ⑴　{bn}：2，4，6，……
　よって，{bn}は初項2，公差2の等差数列であ
るから，bn=2+(n-1)·2=2n

⑵　n≥2  のとき，

　an=1+
n-1

¸
k=1

2k=1+2
n-1

¸
k=1

k

 =1+2· 
1
2

(n-1)n=n2-n+1　……①

　①において，n=1  のときも  a1=1-1+1=1

　となって，成り立つ。
　よって，an=n2-n+1

6 ⑴　与えられた等式をⒶとする。
　［1］　n=1  のとき，
　　左辺=12=1，

　　右辺=
1
3

 ·1·1·3=1

　　よって，Ⓐは成り立つ。
　［2］　n=k  のときⒶが成り立つと仮定すると，
　　12+32+52+……+(2k-1)2

　　=
1
3

 k(2k-1)(2k+1)

　　n=k+1  のとき，
　　12+32+52+……+(2k-1)2+{2(k+1)-1}2

　　=
1
3

 k(2k-1)(2k+1)+(2k+1)2

　　=
1
3

(2k+1){k(2k-1)+3(2k+1)}

　　=
1
3

(2k+1)(2k2+5k+3)

　　=
1
3

(2k+1)(2k+3)(k+1)

　　=
1
3

(k+1){2(k+1)-1}{2(k+1)+1}

　　よって，Ⓐは  n=k+1  のときも成り立つ。
　 ［1］，［2］より，Ⓐはすべての自然数nについて
成り立つ。

⑵　「6n-1  は5の倍数である」をⒷとする。
　［1］　n=1  のとき，
　　61-1  は5の倍数であるから，Ⓑは成り立つ。
　［2］　n=k  のとき，Ⓑが成り立つと仮定すると，

6k-1  は5の倍数であるから，Nを整数とし
て  6k-1=5N  とおける。

　　n=k+1  のとき，
　　6k+1-1=6(6k-1)+6-1

 =6·5N+5=5(6N+1)

　　 6N+1  は整数であるから，6k+1-1  は5の倍
数となり，n=k+1  のときもⒷは成り立つ。

　 ［1］，［2］より，Ⓑはすべての自然数nについて
成り立つ。

7 an=Sn-Sn-1  より，
an=(2an-n)-{2an-1-(n-1)}

 =2an-2an-1-1

よって，an=2an-1+1  だから，
an+1=2(an-1+1)

ゆえに，数列{an+1}は，初項  a1+1，公比2の
等比数列である。
ここで  a1=S1  より，
a1=2a1-1，a1=1

したがって，an+1=(1+1)·2n-1=2n

an=2n-1

8
a(r n-1)

r-1
=200 ……①

a(r 2n-1)
r-1

=16400　……②
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②より， a(r n+1)(r n-1)
r-1

=16400　……③

①を③に代入すると
200(r n+1)=16400，r n+1=82

r n=81=34，92，811

r=3  のとき，①より，
a(81-1)

3-1
=200，80a=400，a=5

r=9  のとき，①より，
a(81-1)

9-1
=200，80a=1600，a=20

r=81  のとき，①より，
a(81-1)

81-1
=200，80a=16000，a=200

よって，(a，r)=(5，3)，(20，9)，(200，81)

9 432=24*33  より，すべての総数の和は，
(20+21+22+23+24)(30+31+32+33)

で求めるられるから，求める和は
4

¸
k=0

2k*
3

¸
l=0

3l=
25-1
2-1

*
34-1
3-1

 =31*40=1240

10 ⑴　Sn=4-an-
1

2n-2　……①より，

　Sn+1=4-an+1-
1

2n-1　……②

　①-②  より，

　Sn-Sn+1=-an+an+1-
1

2n-2 +
1

2n-1

　-an+1=-an+an+1-
1

2n-2(1-
1
2 )

　2an+1=an+
1

2n-1

⑵　⑴で求めた漸化式の両辺に 2n をかけると，
　2n+1an+1=2nan+2

　 よって，{2nan}は，初項 2a1，公差2の等差数
列となる。

　ここで，a1=S1=4-a1-
1

2-1

 2a1=4-2=2

　ゆえに，2nan=2+(n-1)*2

 =2n

　したがって，an=
2n
2n =

n
2n-1

11 ⑴　 1
1 | 1

2
， 2

1 | 1
3
， 2

2
， 3

1 | 1
4
， 2

3
， 3

2
， 4

1 |

　 1
5
， 2

4
， 3

3
， 4

2
， 5

1 | 1
6
，……

　 のように群数列をつくると，第m群の分母と分

子の和は  m+1  になるので， 8
7

 は，

　 7+8-1=14  より，第14群に含まれ，その中で
8番目の数であることがわかる。

　 第m群までに含まれる数は，
m

¸
k=1

k  で求められ

るので，第13群までに含まれる項の数は，

　
13

¸
k=1

k=
1
2

 ·13·14=91

　よって，91+8=99  より， 8
7

 は第99項。

⑵　第800項が第m群に属するとすると，m-1  群

までに含まれる項の数は，
m-1

¸
k=1

k=
1
2

 m(m-1)

　 よって， 1
2

 m(m-1)<800  を満たす最大のm

を求めると，m(m-1)<1600  より，
　40·39<1600

　 したがって，第800項は第40群に属することが
わかる。第39群までに含まれる項の数は，

　
39

¸
k=1

k=
1
2

 ·39·40=780

　 800-780=20  より，第800項は，第40群の20番
目であることがわかる。

　 第m群の第n番目の数は 
n

m-n+1
 だから，求

める数は，

　 20
40-20+1

=
20
21

12 an+2-6an+1+9an=0　……①
⑴　①は  an+2-3an+1=3(an+1-3an)  と変形でき
るから，an+1-3an=bn  とおくと，

　bn+1=3bn　……②
　②より，数列{bn}は等比数列で，
　b1=a2-3a1=3  より，一般項は，
　bn=3·3n-1=3n

⑵　⑴より，an+1-3an=3n　……③
　③の両辺を  3n+1  で割ると，

　 an+1

3n+1 -
an

3n =
1
3
　……④

　④で， an

3n =cn  とおくと，数列{cn}は初項

　c1=
a1

3
=0，公差 

1
3

 の等差数列だから，その一

般項は，

　cn=
1
3

(n-1)

　よって，数列{an}の一般項は，

─  41  ─

　an=3n·cn=3n-1(n-1)

注　2次方程式  ≈2-6≈+9=0  の解は  ≈=3  より，
重解となる。このように，隣接3項間の漸化式  

pan+2-qan+1+ran=0…()＊  において，
　2次方程式  p≈2-q≈+r=0  の解が重解のとき，
()＊は2通りに表せない。その場合は，上の様に
して解く。

13 ⑴　a2=
3a1-1
a1+1

=
3·2-1
2+1

=
5
3

　a3=
3a2-1
a2+1

=
3· 

5
3

-1

5
3

+1
=

15-3
5+3

=
12
8

=
3
2

　a4=
3a3-1
a3+1

=
3· 

3
2

-1

3
2

+1
=

9-2
3+2

=
7
5

⑵　(a1，a2，a3，a4，……)

　=(2， 5
3
， 3

2
， 7

5
，……)

　よって，

　( 4
2
， 5

3
， 6

4
， 7

5
，……)

　と考えると，

　an=
n+3
n+1

　……()＊  と推測できる。

　数学的帰納法による証明
　［1］　n=1  のとき

　　a1=
1+3
1+1

=
4
2

=2

　　よって，()＊は成り立つ。
　［2］　n=k  のとき，()＊が成り立つとすると，

　　ak=
k+3
k+1

　　よって，ak+1=
3ak-1
ak+1

　　=
3(k+3)

k+1
-1 ÷(k+3

k+1
+1)

　　=
3k+9-k-1

k+1
 · 

k+1
k+3+k+1

=
2k+8
2k+4

　　=
2(k+4)
2(k+2)

=
(k+1)+3
(k+1)+1

　　よって，n=k+1  のときも()＊は成り立つ。

　［1］，［2］より，an=
n+3
n+1

 (n=1，2，3，……)

14 ⑴　
an+1=5an-2bn　……①
bn+1=an+2bn ……②

　①より，bn=-
1
2

 an+1+
5
2

 an

　よって，bn+1=-
1
2

 an+2+
5
2

 an+1

　これらを②に代入して整理すると，
　an+2-7an+1+12an=0　……③
⑵　≈2-7≈+12=0  の解は  ≈=3，4  より，③は次
の2通りに表せる。

　an+2-3an+1=4(an+1-3an)　……④
　an+2-4an+1=3(an+1-4an)　……⑤
　④より，数列{an+1-3an}は等比数列で，その
一般項は，a2-3a1=5·1-2·(-1)-3·1=4  よ
り，

　an+1-3an=4·4n-1=4n　……⑥
　⑤より，数列{an+1-4an}は等比数列で，その
一般項は，a2-4a1=5·1-2·(-1)-4·1=3  よ
り，

　an+1-4an=3·3n-1=3n　……⑦
　⑥-⑦  より，an=4n-3n

　よって，bn=-
1
2

 an+1+
5
2

 an  より，

　bn=-
1
2

(4n+1-3n+1)+
5
2

(4n-3n)

　整理すると，bn=2·4n-1-3n
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②より， a(r n+1)(r n-1)
r-1

=16400　……③

①を③に代入すると
200(r n+1)=16400，r n+1=82

r n=81=34，92，811

r=3  のとき，①より，
a(81-1)

3-1
=200，80a=400，a=5

r=9  のとき，①より，
a(81-1)

9-1
=200，80a=1600，a=20

r=81  のとき，①より，
a(81-1)

81-1
=200，80a=16000，a=200

よって，(a，r)=(5，3)，(20，9)，(200，81)

9 432=24*33  より，すべての総数の和は，
(20+21+22+23+24)(30+31+32+33)

で求めるられるから，求める和は
4

¸
k=0

2k*
3

¸
l=0

3l=
25-1
2-1

*
34-1
3-1

 =31*40=1240

10 ⑴　Sn=4-an-
1

2n-2　……①より，

　Sn+1=4-an+1-
1

2n-1　……②

　①-②  より，

　Sn-Sn+1=-an+an+1-
1

2n-2 +
1

2n-1

　-an+1=-an+an+1-
1

2n-2(1-
1
2 )

　2an+1=an+
1

2n-1

⑵　⑴で求めた漸化式の両辺に 2n をかけると，
　2n+1an+1=2nan+2

　 よって，{2nan}は，初項 2a1，公差2の等差数
列となる。

　ここで，a1=S1=4-a1-
1

2-1

 2a1=4-2=2

　ゆえに，2nan=2+(n-1)*2

 =2n

　したがって，an=
2n
2n =

n
2n-1

11 ⑴　 1
1 | 1

2
， 2

1 | 1
3
， 2

2
， 3

1 | 1
4
， 2

3
， 3

2
， 4

1 |

　 1
5
， 2

4
， 3

3
， 4

2
， 5

1 | 1
6
，……

　 のように群数列をつくると，第m群の分母と分

子の和は  m+1  になるので， 8
7

 は，

　 7+8-1=14  より，第14群に含まれ，その中で
8番目の数であることがわかる。

　 第m群までに含まれる数は，
m

¸
k=1

k  で求められ

るので，第13群までに含まれる項の数は，

　
13

¸
k=1

k=
1
2

 ·13·14=91

　よって，91+8=99  より， 8
7

 は第99項。

⑵　第800項が第m群に属するとすると，m-1  群

までに含まれる項の数は，
m-1

¸
k=1

k=
1
2

 m(m-1)

　 よって， 1
2

 m(m-1)<800  を満たす最大のm

を求めると，m(m-1)<1600  より，
　40·39<1600

　 したがって，第800項は第40群に属することが
わかる。第39群までに含まれる項の数は，

　
39

¸
k=1

k=
1
2

 ·39·40=780

　 800-780=20  より，第800項は，第40群の20番
目であることがわかる。

　 第m群の第n番目の数は 
n

m-n+1
 だから，求

める数は，

　 20
40-20+1

=
20
21

12 an+2-6an+1+9an=0　……①
⑴　①は  an+2-3an+1=3(an+1-3an)  と変形でき
るから，an+1-3an=bn  とおくと，

　bn+1=3bn　……②
　②より，数列{bn}は等比数列で，
　b1=a2-3a1=3  より，一般項は，
　bn=3·3n-1=3n

⑵　⑴より，an+1-3an=3n　……③
　③の両辺を  3n+1  で割ると，

　 an+1

3n+1 -
an

3n =
1
3
　……④

　④で， an

3n =cn  とおくと，数列{cn}は初項

　c1=
a1

3
=0，公差 

1
3

 の等差数列だから，その一

般項は，

　cn=
1
3

(n-1)

　よって，数列{an}の一般項は，
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　an=3n·cn=3n-1(n-1)

注　2次方程式  ≈2-6≈+9=0  の解は  ≈=3  より，
重解となる。このように，隣接3項間の漸化式  

pan+2-qan+1+ran=0…()＊  において，
　2次方程式  p≈2-q≈+r=0  の解が重解のとき，
()＊は2通りに表せない。その場合は，上の様に
して解く。

13 ⑴　a2=
3a1-1
a1+1

=
3·2-1
2+1

=
5
3

　a3=
3a2-1
a2+1

=
3· 

5
3

-1

5
3

+1
=

15-3
5+3

=
12
8

=
3
2

　a4=
3a3-1
a3+1

=
3· 

3
2

-1

3
2

+1
=

9-2
3+2

=
7
5

⑵　(a1，a2，a3，a4，……)

　=(2， 5
3
， 3

2
， 7

5
，……)

　よって，

　( 4
2
， 5

3
， 6

4
， 7

5
，……)

　と考えると，

　an=
n+3
n+1

　……()＊  と推測できる。

　数学的帰納法による証明
　［1］　n=1  のとき

　　a1=
1+3
1+1

=
4
2

=2

　　よって，()＊は成り立つ。
　［2］　n=k  のとき，()＊が成り立つとすると，

　　ak=
k+3
k+1

　　よって，ak+1=
3ak-1
ak+1

　　=
3(k+3)

k+1
-1 ÷(k+3

k+1
+1)

　　=
3k+9-k-1

k+1
 · 

k+1
k+3+k+1

=
2k+8
2k+4

　　=
2(k+4)
2(k+2)

=
(k+1)+3
(k+1)+1

　　よって，n=k+1  のときも()＊は成り立つ。

　［1］，［2］より，an=
n+3
n+1

 (n=1，2，3，……)

14 ⑴　
an+1=5an-2bn　……①
bn+1=an+2bn ……②

　①より，bn=-
1
2

 an+1+
5
2

 an

　よって，bn+1=-
1
2

 an+2+
5
2

 an+1

　これらを②に代入して整理すると，
　an+2-7an+1+12an=0　……③
⑵　≈2-7≈+12=0  の解は  ≈=3，4  より，③は次
の2通りに表せる。

　an+2-3an+1=4(an+1-3an)　……④
　an+2-4an+1=3(an+1-4an)　……⑤
　④より，数列{an+1-3an}は等比数列で，その
一般項は，a2-3a1=5·1-2·(-1)-3·1=4  よ
り，

　an+1-3an=4·4n-1=4n　……⑥
　⑤より，数列{an+1-4an}は等比数列で，その
一般項は，a2-4a1=5·1-2·(-1)-4·1=3  よ
り，

　an+1-4an=3·3n-1=3n　……⑦
　⑥-⑦  より，an=4n-3n

　よって，bn=-
1
2

 an+1+
5
2

 an  より，

　bn=-
1
2

(4n+1-3n+1)+
5
2

(4n-3n)

　整理すると，bn=2·4n-1-3n
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p.78 ～ 81 　⑮　確率変数の期待値と分散
　　⑴　0，10，20

　⑵　①　 1
36
　　②　 3

36
+

4
36

=
7
36

　　③　 3
36

+
2
36

+
1
36

=
1
6

　　⑴　Xのとりうる値は，0，1，2  である。

　　P(X=0)= 2C2

4C2
=

1
6
，P(X=1)= 2C1*2C1

4C2
=

4
6

　　P(X=2)= 2C2

4C2
=

1
6

　　よって，Xの確率分 X 0 1 2 計

P
1
6

4
6

1
6

1
　　布は右の表のように
なる。

　⑵　Xのとりうる値は，0，1，2，3  である。

　　○
○

*

○　…3

*　…2

○　…2

*　…1

　　*

○

*

○　…2

*　…1

○　…1

*　…0

　　Xの確率分布は X 0 1 2 3 計

P
1
8

3
8

3
8

1
8

1
　　右の表のように
なる。

　　よって，P(X≥1)=
3
8

+
3
8

+
1
8

=
7
8

　⑶　Xのとりうる値は，
0，1，2，3，4，5  で
ある。

　　右の図から，Xの確
率分布は下の表のよ
うになる。

　　　
X 0 1 2 3 4 5 計

P
6
36

10
36

8
36

6
36

4
36

2
36

1

　　よって，P(3≤X≤4)=
6
36

+
4
36

=
5
18

　　⑴　E(X)=1· 
3
6

+2· 
2
6

+3· 
1
6

=
5
3

　⑵　E(X)=5· 
1
10

+10· 
3
10

+15· 
5
10

+20· 
1
10

=13

　　⑴　Xの確率分布は次の表のようになる。

　　　　
X 500 300 100 0 計

P
1
20

2
20

5
20

12
20

1

　　よって，Xの期待値は

1

2

6

5

4

3

2

1

1

2

3

4

5

1 65432

5 1
0

234

3

4

　　E(X)=500· 
1
20

+300· 
2
20

+100· 
5
20

+0· 
12
20

 =80

　⑵　Xの確率分布は次の表のようになる。

　　　
X 0 10 20 30 計

P
1
8

3
8

3
8

1
8

1

　　よって，Xの期待値は

　　E(X)=0· 
1
8

+10· 
3
8

+20· 
3
8

+30· 
1
8

=15

　⑶　Xのとりうる値は  0，1，2，3  である。

　　P(X=0)= 3C3

7C3
=

1
35
，

　　P(X=1)= 4C1*3C2

7C3
=

12
35

　　P(X=2)= 4C2*3C1

7C3
=

18
35
，

　　P(X=3)= 4C3

7C3
=

4
35

　　Xの確率分布は X 0 1 2 3 計

P
1
35

12
35

18
35

4
35

1
　　右の表のように
なる。

　　よって，Xの期待値は

　　E(X)=0· 
1
35

+1· 
12
35

+2· 
18
35

+3· 
4
35

=
12
7

　　⑴　m=
5
3

  であるから

　　V(X)=(1-
5
3 )

2

· 
3
6

+(2-
5
3 )

2

· 
2
6

　　+(3-
5
3 )

2

· 
1
6

=
5
9
　また，v(X)=

5
9

=
√5
3

　⑵　m=13  であるから

　　V(X)=(5-13)2· 
1
10

+(10-13)2· 
3
10

　　+(15-13)2· 
5
10

+(20-13)2· 
1
10

=16

　　また，v(X)=√16 =4

　　⑴　確率分布は
右の表のように
なる。

　　E(X)=1· 
1
4

+2· 
1
4

+3· 
1
4

+4· 
1
4

=
5
2

　　V(X)=E(X 2)-{E(X)}2

　　=12· 
1
4

+22· 
1
4

+32· 
1
4

+42· 
1
4

-( 5
2 )

2

=
5
4

　　v(X)=
5
4

=
√5
2

　　注　上のような確率分布は式で表すこともある。

5

6 X 1 2 3 4 計

P
1
4

1
4

1
4

1
4

1
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P(X=k)=
1
4
　(k=1，2，3，4)

　⑵　Yの確率分布は次のようになる。

　　　
X 3 4 5 6 7 計

P
1
6

1
6

2
6

1
6

1
6

1

　　E(Y)=3· 
1
6

+4· 
1
6

+5· 
2
6

+6· 
1
6

+7· 
1
6

=5

　　V(Y)=E(Y 2)-{E(Y)}2

　　=32· 
1
6

+42· 
1
6

+52· 
2
6

+62· 
1
6

+72· 
1
6

-52=
5
3

　　v(Y)=
5
3

=
√15
3

　　(別解)　V(Y)=(3-5)2· 
1
6

+(4-5)2· 
1
6

　　　+(5-5)2· 
2
6

+(6-5)2· 
1
6

+(7-5)2· 
1
6

= 
5
3

分散を求めるには， 5 か 6 のいずれか
計算が簡単になる方を選ぶとよい。

　　Xのとりうる値は  0，1，2  である。

　P(X=0)= 2C2

6C2
=

1
15
，P(X=1)= 4C1*2C1

6C2
=

8
15

　P(X=2)= 4C2

6C2
=

6
15

　確率分布は右の表のよ
うになる。

　E(X)=0· 
1
15

+1· 
8
15

+2· 
6
15

=
4
3

　V(X)=02· 
1
15

+12· 
8
15

+22· 
6
15

-( 4
3 )

2

=
16
45

　v(X)=
16
45

=
4√5
15

　　E(X)=1· 
1
10

+2· 
2
10

+3· 
3
10

+4· 
4
10

=3

　V(X)=(1-3)2· 
1
10

+(2-3)2· 
2
10

+(3-3)2· 
3
10

　+(4-3)2· 
4
10

=1

　よって，
　E(7X-3)=7E(X)-3=7·3-3=18

　V(7X-3)=72V(X)=72·1=49

　v(7X-3)=√V(7X-3) =√49 =7

　　⑴　E(X)=1· 
1
6

+2· 
1
6

+……+6· 
1
6

=
7
2

　　V(X)=12· 
1
6

+22· 
1
6

+……+62· 
1
6

-( 7
2 )

2

=
35
12

　　v(X)=√V(X) =
35
12

=
√105

6

7

X 0 1 2 計

P
1
15

8
15

6
15

1

8

9

　⑵　①　E(Y)=E(X)+3=
7
2

+3=
13
2

　　　V(Y)=12V(X)=
35
12

　　　v(Y)=√V(Y) =
35
12

=
√105

6

　　②　E(Y)=-4 E(X)=-4· 
7
2

=-14

　　　V(Y)=(-4)2V(X)=16· 
35
12

=
140
3

　　　v(Y)=√V(Y) =
140
3

=
2√105

3

　　③　E(Y)=2 E(X)-5=2· 
7
2

-5=2

　　　V(Y)=22·V(X)=4· 
35
12

=
35
3

　　　v(Y)=√V(Y) =
35
3

=
√105

3

　⑶　出る目がXのときに得られる金額は
　　40 X-120(円)  であるから，期待値は

　　E(40 X-120)=40 E(X)-120=40· 
7
2

-120

　　=20　よって，20円

p.82 ～ 85 　⑯　確率変数の和と積

　　P(X=2，Y=2)=
3
9

 · 
2
8

=
1
12

　P(X=2，Y=3)=
3
9

 · 
6
8

=
3
12

　P(X=3，Y=2)=
6
9

 · 
3
8

=
3
12

　P(X=3，Y=3)=
6
9

 · 
5
8

=
5
12

　XとYの同時分布は右の表
のようになる。

　　E(X)=2· 
1
2

+6· 
1
2

=4

　E(Y)=1· 
1
3

+2· 
1
3

+3· 
1
3

=2

　よって，X+Y  の期待値は
　E(X+Y)=E(X)+E(Y)=4+2=6

　 注　XとYの同時分
布は右の表のように
なる。

　　E(X+Y)

　　=(2+1)· 
1
6

1

X
Y 2 3 計

2
1
12

3
12

4
12

3
3
12

5
12

8
12

計 4
12

8
12

1

2

X
Y 1 2 3 計

2
1
6

1
6

1
6

3
6

6
1
6

1
6

1
6

3
6

計 2
6

2
6

2
6

1
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p.78 ～ 81 　⑮　確率変数の期待値と分散
　　⑴　0，10，20

　⑵　①　 1
36
　　②　 3

36
+

4
36

=
7
36

　　③　 3
36

+
2
36

+
1
36

=
1
6

　　⑴　Xのとりうる値は，0，1，2  である。

　　P(X=0)= 2C2

4C2
=

1
6
，P(X=1)= 2C1*2C1

4C2
=

4
6

　　P(X=2)= 2C2

4C2
=

1
6

　　よって，Xの確率分 X 0 1 2 計

P
1
6

4
6

1
6

1
　　布は右の表のように
なる。

　⑵　Xのとりうる値は，0，1，2，3  である。

　　○
○

*

○　…3

*　…2

○　…2

*　…1

　　*

○

*

○　…2

*　…1

○　…1

*　…0

　　Xの確率分布は X 0 1 2 3 計

P
1
8

3
8

3
8

1
8

1
　　右の表のように
なる。

　　よって，P(X≥1)=
3
8

+
3
8

+
1
8

=
7
8

　⑶　Xのとりうる値は，
0，1，2，3，4，5  で
ある。

　　右の図から，Xの確
率分布は下の表のよ
うになる。

　　　
X 0 1 2 3 4 5 計

P
6
36

10
36

8
36

6
36

4
36

2
36

1

　　よって，P(3≤X≤4)=
6
36

+
4
36

=
5
18

　　⑴　E(X)=1· 
3
6

+2· 
2
6

+3· 
1
6

=
5
3

　⑵　E(X)=5· 
1
10

+10· 
3
10

+15· 
5
10

+20· 
1
10

=13

　　⑴　Xの確率分布は次の表のようになる。

　　　　
X 500 300 100 0 計

P
1
20

2
20

5
20

12
20

1

　　よって，Xの期待値は

1

2

6

5

4

3

2

1

1

2

3

4

5

1 65432

5 1
0

234

3

4

　　E(X)=500· 
1
20

+300· 
2
20

+100· 
5
20

+0· 
12
20

 =80

　⑵　Xの確率分布は次の表のようになる。

　　　
X 0 10 20 30 計

P
1
8

3
8

3
8

1
8

1

　　よって，Xの期待値は

　　E(X)=0· 
1
8

+10· 
3
8

+20· 
3
8

+30· 
1
8

=15

　⑶　Xのとりうる値は  0，1，2，3  である。

　　P(X=0)= 3C3

7C3
=

1
35
，

　　P(X=1)= 4C1*3C2

7C3
=

12
35

　　P(X=2)= 4C2*3C1

7C3
=

18
35
，

　　P(X=3)= 4C3

7C3
=

4
35

　　Xの確率分布は X 0 1 2 3 計

P
1
35

12
35

18
35

4
35

1
　　右の表のように
なる。

　　よって，Xの期待値は

　　E(X)=0· 
1
35

+1· 
12
35

+2· 
18
35

+3· 
4
35

=
12
7

　　⑴　m=
5
3

  であるから

　　V(X)=(1-
5
3 )

2

· 
3
6

+(2-
5
3 )

2

· 
2
6

　　+(3-
5
3 )

2

· 
1
6

=
5
9
　また，v(X)=

5
9

=
√5
3

　⑵　m=13  であるから

　　V(X)=(5-13)2· 
1
10

+(10-13)2· 
3
10

　　+(15-13)2· 
5
10

+(20-13)2· 
1
10

=16

　　また，v(X)=√16 =4

　　⑴　確率分布は
右の表のように
なる。

　　E(X)=1· 
1
4

+2· 
1
4

+3· 
1
4

+4· 
1
4

=
5
2

　　V(X)=E(X 2)-{E(X)}2

　　=12· 
1
4

+22· 
1
4

+32· 
1
4

+42· 
1
4

-( 5
2 )

2

=
5
4

　　v(X)=
5
4

=
√5
2

　　注　上のような確率分布は式で表すこともある。

5

6 X 1 2 3 4 計

P
1
4

1
4

1
4

1
4

1
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P(X=k)=
1
4
　(k=1，2，3，4)

　⑵　Yの確率分布は次のようになる。

　　　
X 3 4 5 6 7 計

P
1
6

1
6

2
6

1
6

1
6

1

　　E(Y)=3· 
1
6

+4· 
1
6

+5· 
2
6

+6· 
1
6

+7· 
1
6

=5

　　V(Y)=E(Y 2)-{E(Y)}2

　　=32· 
1
6

+42· 
1
6

+52· 
2
6

+62· 
1
6

+72· 
1
6

-52=
5
3

　　v(Y)=
5
3

=
√15
3

　　(別解)　V(Y)=(3-5)2· 
1
6

+(4-5)2· 
1
6

　　　+(5-5)2· 
2
6

+(6-5)2· 
1
6

+(7-5)2· 
1
6

= 
5
3

分散を求めるには， 5 か 6 のいずれか
計算が簡単になる方を選ぶとよい。

　　Xのとりうる値は  0，1，2  である。

　P(X=0)= 2C2

6C2
=

1
15
，P(X=1)= 4C1*2C1

6C2
=

8
15

　P(X=2)= 4C2

6C2
=

6
15

　確率分布は右の表のよ
うになる。

　E(X)=0· 
1
15

+1· 
8
15

+2· 
6
15

=
4
3

　V(X)=02· 
1
15

+12· 
8
15

+22· 
6
15

-( 4
3 )

2

=
16
45

　v(X)=
16
45

=
4√5
15

　　E(X)=1· 
1
10

+2· 
2
10

+3· 
3
10

+4· 
4
10

=3

　V(X)=(1-3)2· 
1
10

+(2-3)2· 
2
10

+(3-3)2· 
3
10

　+(4-3)2· 
4
10

=1

　よって，
　E(7X-3)=7E(X)-3=7·3-3=18

　V(7X-3)=72V(X)=72·1=49

　v(7X-3)=√V(7X-3) =√49 =7

　　⑴　E(X)=1· 
1
6

+2· 
1
6

+……+6· 
1
6

=
7
2

　　V(X)=12· 
1
6

+22· 
1
6

+……+62· 
1
6

-( 7
2 )

2

=
35
12

　　v(X)=√V(X) =
35
12

=
√105

6

7

X 0 1 2 計

P
1
15

8
15

6
15

1

8

9

　⑵　①　E(Y)=E(X)+3=
7
2

+3=
13
2

　　　V(Y)=12V(X)=
35
12

　　　v(Y)=√V(Y) =
35
12

=
√105

6

　　②　E(Y)=-4 E(X)=-4· 
7
2

=-14

　　　V(Y)=(-4)2V(X)=16· 
35
12

=
140
3

　　　v(Y)=√V(Y) =
140
3

=
2√105

3

　　③　E(Y)=2 E(X)-5=2· 
7
2

-5=2

　　　V(Y)=22·V(X)=4· 
35
12

=
35
3

　　　v(Y)=√V(Y) =
35
3

=
√105

3

　⑶　出る目がXのときに得られる金額は
　　40 X-120(円)  であるから，期待値は

　　E(40 X-120)=40 E(X)-120=40· 
7
2

-120

　　=20　よって，20円

p.82 ～ 85 　⑯　確率変数の和と積

　　P(X=2，Y=2)=
3
9

 · 
2
8

=
1
12

　P(X=2，Y=3)=
3
9

 · 
6
8

=
3
12

　P(X=3，Y=2)=
6
9

 · 
3
8

=
3
12

　P(X=3，Y=3)=
6
9

 · 
5
8

=
5
12

　XとYの同時分布は右の表
のようになる。

　　E(X)=2· 
1
2

+6· 
1
2

=4

　E(Y)=1· 
1
3

+2· 
1
3

+3· 
1
3

=2

　よって，X+Y  の期待値は
　E(X+Y)=E(X)+E(Y)=4+2=6

　 注　XとYの同時分
布は右の表のように
なる。

　　E(X+Y)

　　=(2+1)· 
1
6

1

X
Y 2 3 計

2
1
12

3
12

4
12

3
3
12

5
12

8
12

計 4
12

8
12

1

2

X
Y 1 2 3 計

2
1
6

1
6

1
6

3
6

6
1
6

1
6

1
6

3
6

計 2
6

2
6

2
6

1
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nC1( 3
10)

1

( 5
10)

n-1

=n· 
3
10

 ·( 1
2 )

n-1

=
3n
5·2n

3

 0
f(≈)d≈=1  である。

3

 0
f(≈)d≈=

1

 0

1
2

d≈+
3

 1 (-
1
4

≈+k)d≈

=
1
2

≈
1

0
+ -

1
8

≈2+k≈
3

1

=
1
2

-
9
8

+3k+
1
8

-k=2k-
1
2

　よって　2k-
1
2

=1 k=
3
4

　また，期待値は，

E(X)=
3

 0
≈f(≈)d≈

=
1

 0

1
2

≈d≈+
3

 1 (-
1
4

≈2+
3
4

≈)d≈

=
1
4

≈2
1

0
+ -

1
12

≈3+
3
8

≈2
3

1

=
1
4

-
9
4

+
27
8

+
1
12

-
3
8

=
13
12

　⑴　点数Xは正規分布N(395，1302)に従うか

ら，Z=
X-395

130
は標準正規分布N(0，1)に従

う。X=616  のとき Z=1.7であるから
P(X=616)=P(Z=1.7)=p(1.7)=0.4554

　　したがって，0.5-0.4554=0.0446  より，
B君は上位4.5％以内に入ると予想される。

　⑵　合格するには， 1200
4540

=0.2643……より，上

位26.43％以内に入ればよい。このとき，
0.5-p(u)≤0.2643

p(u)≥0.5-0.2643=0.2357

　　正規分布表より　u≥0.63

　　よって　X-395
130

≥0.63 X≥476.9

　合格するためには少なくとも477点以上の成績
であればよい。

　⑶　C高校の受験者の点数をYとすると，Yは正
規分布N(463，1002)に従うから，

Z=
Y-463

100
は標準正規分布N(0，1)に従う。

Y=477  とすると，Z=0.14であるから，
P(Y≥477)=P(Z≥0.14)=0.5-p(0.14)

=0.5-0.0557=0.4443

300人のうち，44.4％が合格できる。

P(| X
n

-
1
2 |≤0.04)≥0.95　……①

8

9

10

　を満たすnを求める。

Xは二項分布B(n， 1
2 )に従うから，Xの期待値

mと標準偏差 vは

m=n· 
1
2

=
n
2
，v= n· 

1
2

 · 
1
2

=
√n
2

　よって

Z=
X-m

v
=

2

√n(X-
n
2 )=2√n( X

n
-

1
2 )

　は近似的に標準正規分布N(0，1)に従う。
X
n

-
1
2

=0.04  のとき，Z=2√n·0.04  であるから，

P(| X
n

-
1
2 |≤0.04)=P(|Z|≤0.08√n )

　したがって，①より
　2p(0.08√n )≥0.95

　p(0.08√n )≥0.475=p(1.96)

ゆえに　n≥(1.96
0.08)

2

=(49
2 )

2

=600.25

　すなわち，nを600以上にすればよい。

Y ─①─ 1
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p.56〜61
1	 100000×（1＋0 .02×10）＝120000（円）
2	 100000×1 .0210＝122000（円）

3	 100000（1＋0.01）｛（1＋0.01）
10−1｝

（1＋0.01）−1

＝100000×1.01×（1.10−1）0.01
＝1010000（円）

4	 x円ずつ貯金するとする。
x×（1＋0.02）｛（1＋0.02）10−1｝

（1＋0.02）−1 ＝1000000

11 .22x＝1000000
　　x＝89126 .5…　よって，89 ,127円

5	 ファンドCとファンドDではファンドCの方が
有利である。
次にファンドA～ Cについて，1年後の増加率を
考えると，
ファンドA…1.0122 1 . 024144（倍）
ファンドB…1.0064 1 . 02421…（倍）
ファンドC…1.024（倍）
よって，ファンドBが最も有利である。

6	 毎月の返済額をx円とすると，

　　x（1.02
30−1）

1.02−1 ＝500000

　　0.490.02 x＝500000

　　  x＝20408 .1…
よって，20 ,409円である。

7	 P店･･･ 9点×7＋7点×10＋10点×9＋6点×5
＝253点
Q店･･･ 8点×7＋9点×10＋9点×9＋7点×5＝
262点
R店･･･ 7点×7＋10点×10＋6点×9＋10点×5
＝253点
S店･･･10点×7＋8点×10＋7点×9＋8点×5＝
253点
よって，Q店が最もよい店である。

8	 A高校…45万×0 .5＝22 .5万
B高校…25万×0 .7＝17 .5万
C高校…35万×0 .6＝21万
D高校…55万×0 .4＝22万
E高校…30万×0 .65＝19 .5万
よって，A高校とD高校を選ぶのがよい。

9	 100000÷110 909 .09ドル
909 .09×105 95454 .5（円）

章第 3 数学と社会生活
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